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公立大学法人広島市立大学 令和２年度業務実績に係る評価 

 

全体評価 

評価の記号 

  Ａ：法人の業務は、中期計画の達成に向けて順調に実施されている。 

 

評価コメント 

 令和 2 年度における法人業務は、新型コロナウィルス感染症拡大によって少なからざる打撃を受けた。そこで、今年度の業務実績については、コロナ禍

によって実施を断念した事業についていかなる代替策がとられたのか、また逆にこのコロナ禍を機に中期目標実現に向けてどのような取組が推し進められ

たのかに留意しつつ、その評価を行うこととした。 

 総論として、コロナ禍のため、国際交流を始めとして当初計画の実行に著しい困難が生じたことは言うまでもない。しかしながら、危機への対応の過程

においてオンライン化が一段と進み、意欲ある学生の確保（オープンキャンパスのオンライン開催）、学習支援体制の強化（「おうち de図書館」）、産学・地

域連携の推進（広島市の「広島市新型コロナウイルス感染症ポータルサイト」の構築）、教員の自己点検の充実（ファカルティ・レポートの公開）などに確

実に前進がみられた。また、コロナ禍の中でも継続した社会貢献活動は、地域とともに歩む大学の姿勢を体現するものと評価する。 

 個別項目については、「２ 学生の確保と支援」に関連して、入試の多様化、教育制度に適応した施設の改修（たとえば、ランゲージ・チューター活動に

適したランゲージ・ラウンジの改修）など積極的な取組がみられた。「３ 研究」については、特色ある学部構成を持つだけに競争的外部資金獲得の難易も

一様ではないことを理解しつつも、引き続き組織的な奨励を求めたい。また、平和研究については、国内外の研究機関とのネットワークを更に拡大して平

和をめぐる学知の世界拠点を構築することを期待したい。 

 

 

組織、業務運営等に関する改善事項等について 
 
 デジタル化の推進、応急奨学金の給付などは高く評価する。他方で、女性教員の採用の加速などを通じたダイバーシティの推進を期待したい。 
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全体評価（評点） 

大項目名 
評価の記号 

（大項目評価） 

※1 

評点（α） 
評価比率（β） α×β 

評価の記号 

（全体評価） 

第２ 教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためとるべき措置     
 

１ 教育 Ａ ４ ２０％ ０．８０ 

２ 学生の確保と支援 Ａ ４ １０％ ０．４０ 

３ 研究 Ｂ ３ １５％ ０．４５ 

４ 社会貢献 Ａ ４ １５％ ０．６０ 

５ 国際交流 Ｂ ３ １０％ ０．３０ 

第３ 業務運営の改善及び効率化等に関する目標を達成するためとるべき措置     

１ 業務運営の改善及び効率化等 Ｂ ３ １５％ ０．４５ 

２ 財務内容の改善 Ａ ４ １５％ ０．６０ 

計    
※2 

３．６ 
Ａ 

 

 

※1 「評点」は「評価の記号（大項目評価）」と連動する。Ｓ＝５点、Ａ＝４点、Ｂ＝３点、Ｃ＝２点、Ｄ＝１点 

※2 「全体評価の記号」はこの数値（α×βの計）と連動する。 

   
全体評価の記号 Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

α×βの計(＝Ｘ) 4.5＜Ｘ 3.5＜Ｘ≦4.5 2.5＜Ｘ≦3.5 1.5＜Ｘ≦2.5 Ｘ≦1.5 





 

項目別評価 

中期目標 中期計画 
令和２年度 

年度計画 

公立大学法人広島市立大学による自己評価 評価委員会による評価 

評価理由等 記号 評価理由・コメント等 記号 

        

第２ 教育研究等の質

の向上に関する目標 

第２ 教育研究等の質の向上に

関する目標を達成するためと

るべき措置 

      

１ 教育に関する目標 １ 教育（大項目）  大項目評価 

○全学共通教育内容の充実 

・3学部混成の少人数クラスによる初年次ゼミ「3学部合同基礎演習」

は、コロナ禍の中、担当教員等が、効果的な授業となるよう工夫を

しながらオンライン授業を行った。レポート作成方法等のリテラ

シー教育や「いちだい知のトライアスロン」の活用等を通じて、学

生は、幅広い教養を身に付けると同時に、自己表現能力を養うこ

とができた。 

・「いちだい知のトライアスロン」事業は、コロナ禍により図書館利

用者数が減少した中で、オンラインイベントの開催や新たに入学

予定者を対象者に含めたこと等により、投稿数は前年度と同程度

の2,575件となり、目標（2,000件）を達成した。 

・日本人学生が留学生に日本語を教え、留学生が日本人学生に母語

を教える「ランゲージチューター制度」は、コロナ禍により受入留

学生数が減少した中で、オンライン形式での実施により活発な利

用があり、前年度比70時間以上の実施時間増となった。 

○学部専門教育内容の充実 

・国際学部では、専門性と学際性を両立した教育課程として令和元

年度に導入した領域認定制度を、令和2年度入学生から卒業要件化

し、ガイダンスや個別履修相談を行い、定着を図った。 

・情報科学部では、イノベーション人材育成プログラムを含めた新

カリキュラムを開始し、新規科目「実社会指向基礎数学」を開講し

た。また、グローバル人材の育成のため、eラーニング英語を完全

自習型の授業形式として学生の自主性を向上させたり、外部講師

を招いた英語集中講義（オンライン）を実施して英語によるコ  

ミュニケーション力の向上に取り組んだ。 

・芸術学部では、広島市と連携した「基町プロジェクト」や香川県小

豆島町との連携による「三都半島アートプロジェクト」を実施し

た。また、学生のプレゼンテーション能力やコミュニケーション

能力の向上のため、実技科目の講評時に、作品の創作意図や制作

a 〔評価理由〕 

 教育全般について優れた取組

を実施したと認められることか

ら、「Ａ」と評価した。 

Ａ 



中期目標 中期計画 
令和２年度 

年度計画 

公立大学法人広島市立大学による自己評価 評価委員会による評価 

評価理由等 記号 評価理由・コメント等 記号 

上の問題点等を述べる発表時間と質疑応答の時間を設け、言葉に

よる表現能力の向上に取り組んだ。 

・リメディアル教育については、「サポート教室」と称し、英語、数

学、塑造
そ ぞ う

、素描
そびょう

、デッサンについて開講した。 

○大学院教育内容の充実 

・平和学研究科では、修士課程（博士前期課程）の完成年次を迎え、

初めての修了生を出した。また、令和3年度からの博士後期課程の

開設に向け、文部科学省への届出や学生確保に向けた活動を行い、

初年度入学生3人を確保した。 

・国際学研究科では、社会人学生の受入環境の充実を図るため、博士

前期課程修了時に作成する課題研究報告書の要件の見直しを行う

とともに、6時限開講やオンライン授業等の対応を行う履修モデル

を策定した。 

・情報科学研究科では、enPiT-Pro事業から派生した、地元企業を対

象としたAI、IoT、ロボットに関する入門編の社会人教育プログラ

ムの提供を開始し、入門編及び初級編の教育が可能になった。 

・芸術学研究科では、地域展開型の芸術プロジェクトを継続的に行

い、創作能力を向上させるとともに、企画から実施までのプロ  

ジェクト全体をマネジメントできる能力の向上を図った。 

○国際社会及び地域の第一線等で活躍する人材の育成、平和関連教育

など特色ある教育内容の充実 

・国際学生寮「さくら」で日本人学生と外国人学生が共同生活を行う

ことが、語学、異文化理解、対人関係の構築等を学べる教育プログ

ラムであると位置づけ、学生役職者を中心とした学生寮の運営に

取り組んだ。 

・地域志向人材を育成する地域貢献特定プログラムでは、コロナ禍

により「地域課題演習」等が不開講となったが、他学部履修を認め

る等プログラムの修得要件を見直し、令和元年度と同程度の16人

を「ひろしま地域リーダー」に認定した。 

・コロナ禍により「HIROSHIMA and PEACE」は中止となったが、広島

平和記念資料館と共催で被ばく講話を配信する等、ウェブを通じ

た情報発信力強化に努めた。 

・市大生チャレンジ事業を実施して、学生の地域での活動の支援を

行った。申請から審査会までの内容聞き取りや、報告書の取りま

とめ等の全般について、実施学生の主体性を大切にしながら、対

面及びオンラインでサポートした。事業実施後に教員及び学生向



中期目標 中期計画 
令和２年度 

年度計画 

公立大学法人広島市立大学による自己評価 評価委員会による評価 

評価理由等 記号 評価理由・コメント等 記号 

けの報告会をオンラインで開催し、学生のプレゼン能力の向上へ

もつなげた。 

○教育方法等の改善 

・英語科目のターム（4期制）化について検討を行い、「英語応用演

習」、「CALL英語集中」及び「eラーニング英語」を令和4年度からタ

ームで開講することとした。 

・アクティブ・ラーニング実態調査の集計、分析を行った結果、常勤

教員の約84％が授業でアクティブ・ラーニングを実践しており、

科目数の約73％にアクティブ・ラーニングが導入されていた。 

・IRに関しては、新入生・在学生・卒業予定者を対象とした学生調査

や、成績評価分布に係る分析を行った。 

・内部質保証・教学マネジメント体制の構築に向け、ディプロマ・ポ

リシーやカリキュラム・ポリシーの見直し、シラバスの点検、ルー

ブリックの作成等を行った。 

・コロナ禍におけるオンライン授業の全学的な導入について、令和2

年度開始直後から、教員は有志による「オンライン授業実施プロ

ジェクト」を立ち上げ、オンライン授業実施に向けた課題の整理

や必要な準備等、昼夜を問わず行った。各学部等においてもFD研

修等を実施し、事務局では、オンラインによる履修登録や教科書

注文等の付帯する準備を進めた。また、オンライン授業開始前か

らオンライン授業実施プロジェクトや情報処理センター、事務局

が中心となって、教員（非常勤講師を含む）や学生に対するヘルプ

デスク機能を担った。 

以上のように、優れた取組を実施したことから、「ａ」と評価した。 

       

あ⑴あ教育内容の充実 あ⑴ 教育内容の充実       

あああ各学部及び研究科

における質の高い教

育を行うとともに、

幅広く深い教養と総

合的な判断力を培

い、豊かな人間性を

かん養するため、各

学部及び研究科の枠

を越えた幅広い教育

の充実を図る。加え

ああア 全学共通教育（小項目） 

あああ(ア)あ多様な価値観に触れ、

多様な視座・研究アプ 

ローチを学ぶため、国際

学、情報科学及び芸術学

という特色ある学部構

成を生かし、必修科目と

して3学部合同ゼミを開

設する。 

あああ(イ)あ学生が、読書、映画鑑

 

○3学部合同基礎演習の

実施、評価・改善 

 

 

 

 

 

 

○「いちだい知のトライ

 小項目評価 

○3学部混成の少人数クラスによる初年次ゼミ「3学部合同基礎演

習」は、コロナ禍の中、担当教員等が、効果的な授業となるよう

工夫をしながらオンライン授業を行った。 

実施方法として、第1回から第4回は学部クラス、第5回から第14回

は3学部の合同クラス、残りの1コマは図書館ガイダンスとした。 

第1回から第4回では、文章の読み方、要約の作り方、レポートの

書き方、プレゼンテーションと議論の仕方等リテラシー教育など

を行った。第5回から第14回では、「いちだい知のトライアスロン」

の投稿を必ず行うこととし、課題点数は、「いちだい知のトライ

a 〔評価理由〕 

あ全学共通教育内容の充実につ

いて優れた取組を実施したと認

められることから、「Ａ」と評価

した。 

〔コメント〕 

○初年次ゼミ「3学部合同基礎演

習」は、大学における学修の基

礎となるアカデミック・リテ

ラシー教育に加えて、「いちだ

Ａ 



中期目標 中期計画 
令和２年度 

年度計画 

公立大学法人広島市立大学による自己評価 評価委員会による評価 

評価理由等 記号 評価理由・コメント等 記号 

て、地方創生に取り

組む「地（知）の拠

点大学」として、地

域との連携・協働に

より、多様な環境下

での実践的な教育を

推進する。 

あああまた、「国際平和文

化都市」を都市像と

する本市の設立した

公立大学法人が設置

する大学として、平

和に関する教育を積

極的に推進するとと

もに、グローバル化

への対応力を育成す

るための機会の充実

を図る。 

 

 

賞及び美術鑑賞を通じ

て専門分野を越えた幅

広い教養を身に付けら

れるよう、「いちだい知

のトライアスロン」事業

のより一層の充実を図

る。平成33年度までに、

「いちだい知のトライ

アスロン」事業に係る感

想レポート及び「おスス

メコメント（他の学生に

本や作品を推薦すると

いう視点で作成するコ

メントをいう。）」の提

出件数を年間 2,000件

（平成26年度1,012件）

にするとともに、附属図

書館入館者数を年間

90,000人（平成26年度

84,672人）にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アスロン」事業の活性

化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アスロン」のスタートアップコースに当たる読書2点、映画鑑賞1

点、美術鑑賞1点を必要条件として、4点以上の投稿を推奨した。

こうした取組を通じ、学生は幅広い教養を身に付けると同時に、

自己表現能力を養うことができた。 

講義終了後に学生アンケートを行い、令和元年度結果と比較した

ところ、3学部のトータルでは、肯定的な回答が増加し、否定的な

回答が減少した。 

1月にはワーキンググループで、学生アンケート結果を基に、授業

の振り返りを行うとともに、令和3年度の実施方法等について検

討を行った。その結果、令和3年度の授業実施形態としては、原則

として対面式授業とし、教育効果を目的とする場合には、一部を

オンライン授業とすることを認めるとともに、新入生はパソコン

が必携となることを踏まえ、授業での活用の工夫を担当教員に依

頼することとした。また、好評を得たオンデマンド実施の図書館

ガイダンスについては、令和3年度以降も継続することとした。2

月には、令和3年度担当教員を対象に教員説明会を開催し、授業の

共通理解を図る全体説明と授業事例発表を行った。 

○「いちだい知のトライアスロン」事業は、コロナ禍により学生が

ほとんどキャンパスにいなかったこと、新入生へのガイダンスや

コメント大賞表彰式、出張講座など集合形式の行事が中止になっ

たことなど、事業を促進し難い環境であったが、オンラインイベ

ントの開催や、新たに入学予定者に対しても活用する等工夫を図

り、知のトライアスロンへの投稿数は2,575件と、目標値の2,000

件を達成することができた。 

附属図書館の入館者数は19,325人と、目標値の90,000人には遥か

に届かなかった。入館者数は令和元年度の約21％であったが、貸

出冊数は令和元年度の約56％であり、来館者数ほどの減少とはな

らなかった。 

・附属図書館入館者数 19,325人（令和元年度92,428人） 

・学生の図書貸出冊数 10,577冊（令和元年度19,005冊） 

（4/20から6/4まで附属図書館全面閉館。その後も、段階的に制限

付きで開館。） 

【「いちだい知のトライアスロン」事業に関する取組実績】 

ああ・投稿方法を周知する動画及びリーフレットの作成及びウェ 

あああブサイトでの周知 

ああ・学内情報システムへの動画掲載「3学部合同基礎演習での知 

い知のトライアスロン」事業

と連携して、学生に読書、映

画・美術鑑賞を促し、知識とし

ての教養の獲得（「知る」）にと

どまらず、作品について思考

し（「考える」）、そしてその思

考を言語化する（「伝える」）能

力も確実に身につけさせる場

となっている。 

○英語科目の「ターム化」にも積

極的に取り組んでいる。 

○コロナ禍により合同で開催が

困難となった多くの事業に対

して、オンライン・オンデマン

ドでの開催に積極的に取り組

み教育成果を挙げている。 

○特色でもある「3学部合同基礎

演習」、「いちだい知のトライ

アスロン」事業がオンライン

授業になったのは残念であっ

たが、限られた状況の中で工

夫して実施した様子が伺われ

る。 

 



中期目標 中期計画 
令和２年度 

年度計画 

公立大学法人広島市立大学による自己評価 評価委員会による評価 

評価理由等 記号 評価理由・コメント等 記号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あああ(ウ)あ外国語による実用的・

実践的なコミュニケー

ション能力を向上させ

るため、授業内容の改善

等により、英語及び第2

外国語教育の充実を図

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○英語及び第2外国語教

育の充実に係る方策の

実施、評価・改善 

 

 

 

 

 

 

 

 

トラの取り組み方」3本（視聴809人、従来の授業の中での1度

のPR説明よりも、各学生が必要に応じて繰り返し閲覧できる

動画が有効だった。） 

ああ・3学部合同基礎演習図書館ガイダンスの回にZoom授業に参加

しPR（芸術学部） 

ああ・例年の語学センター映画上映会に代え「おうちde映画」を   

実施 

ああ・ブックハンティングの開催（参加者11人、108冊選書） 

ああ・映画の取組への支援策として、郵送貸出可能な所蔵DVDリス 

トを知のトライアスロン専用サイトで公開 

ああ・出張講座@広島国際映画祭「世界でいちばん明るい屋根」の 

開催（学生17人、教職員3人） 

ああ・オンラインによる講座&芸術鑑賞 前川義春展、藁谷実展、  

南昌伸展（ギャラリートーク動画をYouTubeに公開）  

ああ・オンラインブックハンティングの開催（参加者14人、68冊選  

書） 

ああ・英語多読マラソンを語学センターで開催（参加者5人、6件） 

ああ・「コロナ禍の今こそ観たい映画—自習室&おうちde映画」を語

学センターが実施 

ああ・「ペンギン神社 新春図書みくじ」の実施（347人） 

  ライブラリーアシスタントの情報科学部学生2人が制作した

ウェブ版「図書みくじ」も実施 

ああ・コメント大賞の選考 

ああ・高大接続委員会との連携による「入学前知トラ」の実施（107

人、投稿220件） 

○令和2年度は、コロナ禍のため、TOEICテストをオンラインテスト

に替えて実施した。実施に当たっては、Zoomを用いた不正防止策

を講じた。 

また、令和元年度に引き続き、学部別・入学年度別TOEICスコア分

布を検証した。令和2年度はコロナ禍により多くの英語科目がオ

ンラインで実施されたが、令和2年度入学生の10月時点のTOEICス

コア分布を、令和元年度入学生の4月及び7月と比較したところ、

令和2年度はオンライン受験ではあったが、両者に顕著な差異は

見られなかった。 

加えて、英語科目のターム（4期制）化について検討を行い、「英

語応用演習」、「CALL英語集中」及び「eラーニング英語」のター
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令和２年度 

年度計画 

公立大学法人広島市立大学による自己評価 評価委員会による評価 
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○留学生を活用した実践

的外国語学習プログラ

ムの実施、評価・改善 

ム化を図ることとした。令和4年度からのターム化に向け、令和3

年度において、課題の洗い出しと具体的な対応を検討する。 

○日本人学生が留学生に日本語を教え、留学生が日本人学生に母語

を教える「ランゲージチューター制度」は、コロナ禍のため、語

学センターのランゲージラウンジでの活動に代わり、オンライン

で実施した。31人（日本語15人、外国語16人）が活動し、合計407

時間の制度活用（日本語185時間、フランス語13.5時間、ドイツ語

9時間、中国語67時間、ハングル52時間、英語69時間、インドネシ

ア語2時間、アラビア語9.5時間）となった。コロナ禍による受入

留学生数の減少があったにもかかわらず、活発な利用があり、前

年度比70時間以上の実施時間増となった。 

また、令和元年度の課題であったチューター教育の強化を図るた

め、本学の講師による「日本語チューターガイダンス」を6月にオ

ンライン（Zoom）で実施し、日本語チューター22人全員が受講し

た。 

以上のように、「全学共通教育内容の充実」について、優れた取

組を行ったことから、「ａ」と評価した。 

        

ああ学部専門教育では、

各学部の理念と専門

分野の特色に対応し

た効果的な専門教育

を行う。 

ああイ 学部専門教育（小項目） 

ああああ学生の多様化に対応す

るとともに、社会で通用す

る実践的な能力を身に付

けた学生を養成するため、

学部専門教育の充実に取

り組む。 

あああ(ア)あ国際学部においては、

専門性と学際性を両立

させるため、教育課程の

充実及び専門領域認定

（国際学部の五つのプ

ログラム科目群のうち、

一つの科目群から36単

位以上を履修した場合、

当該プログラム領域を

専門に履修したことを

認定する制度をいう。）

 

 

 

 

 

 

 

○専門性と学際性を両立

させるための教育課程

の充実策の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小項目評価 

○国際学部では、専門性と学際性を両立させるための教育課程を充

実させるため、次の取組を実施した。 

あ【取組内容】 

ああ・令和元年度から実施した新カリキュラムにおける「新たな 

領域認定制度」を令和2年度4月入学生より卒業要件化した。

このことを新入生に周知するため、教務ガイダンスを実施し

た。ただし令和2年度はコロナ禍により、ガイダンスはオンラ

イン（オンデマンド）で実施した。また、授業開始前後の5月

7日と12日には、個別履修相談もオンラインで実施した。 

あああ更に、後期授業開始直前の9月25日には、新入生への新カリ 

キュラム並びに領域認定制度の周知を徹底させるために、対

面でのガイダンスを実施した。感染回避などの理由から来学

できない学生に対しては、同じ内容をオンデマンドで配信し

た。ガイダンスでは、領域認定が必須であることとともに、

一定の専門性を有する学修へ向けたその意義も伝えられた。

終了後には、教務委員を中心に教員が学生の履修相談に応じ

た。後期前の対面でのガイダンスと履修相談は、感染防止の

a 〔評価理由〕 

 学部専門教育内容の充実につ

いて優れた取組を実施したと認

められることから、「Ａ」と評価

した。 

〔コメント〕 

○国際学部における「新たな領

域認定制度」の卒業要件化は、

学生の意欲を喚起するものと

思われる。 

○情報科学部は、情報化社会の

基盤となる技術を学んだ上

で、新たな価値を生みだせる

人材の育成に向け、専門教育

の充実や外国語コミュニケー

ション能力の向上を図る科目

の開講などに積極的に取り組

んでいる。 

Ａ 
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の仕組みの見直しに取

り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ために来学が制限される状況で学修が始まった新入生にと

って、教員と交流しながら今後の学修へ向けて具体的な感触

を得る機会となった。 

ああ・学修計画と専門領域を結びつける履修指導を次のとおり実 

施した。まず、2年次以上の学生に対しては、教務ガイダンス

を実施した。これも新入生対象の教務ガイダンスと同様、コ

ロナ禍により、オンライン（オンデマンド）で行われた。そ

の内容の周知を徹底させるとともに、個別の履修相談に応じ

るため、授業開始直前の5月7日に履修相談会をオンラインで

実施した。 

あああ新入生対象の学部専門必修科目である「国際研究入門」では、

履修者全員に4年間の学修計画を作成し提出するようにし

た。また、アクティブ科目である海外留学（国際研究特講I・

II、海外短期語学留学、学部海外派遣インターンシップに該

当）を促すために、国際研究入門の一コマを使って国際交流

委員会が「留学体験報告会」を実施した。6人の留学体験学生

（留学先：フランス、中国、ヨルダン、ケニア、ロシア）が

現地で撮影した写真とともに体験報告の動画を作成しオン

ライン（オンデマンド）で配信した。10月30日にも在学生向

けに11か国の留学体験報告と個別相談会をオンラインで実

施した。 

あああ2年生対象の発展演習の実施要領と担当者資料を改訂し、翌

年度の3年生対象の専門演習の登録を視野に入れた教員によ

るアドバイスを適宜、実施した。令和2年度後期には、学修の

専門性を深めるアクティブ科目として専門演習を履修する

ことへ向け、2年生のゼミ登録手続と発展演習IIの担当教員

による個別指導を緊密に組み合わせる体制を整えた。具体的

には、ゼミの希望届の提出の際に、演習担当教員のアドバイ

スを受けることを必須としている。また、2年次以降の各演習

の登録手続をオンラインで完結させる仕組みも整えた。 

ああ・教育の質保証の一環として、専門領域と結びつけた卒業論文

評価制度を定着させ、更に充実させることを計画した。その

一環として令和元年度から始まった卒業論文発表会を、令和

2年度もプログラムごとに実施した。ただし、コロナ禍によ

り、発表会はすべてオンライン（リアルタイム、オンデマン

ド）で開催された。令和2年度は、卒業論文の評価を、ディプ

○芸術学部による地域連携型の

アートプロジェクトの推進は

空間的にキャンパスに限定さ

れない文化活動としても評価

できる。また、作品の創作意図

などを言語化して説明する表

現能力の習得も意義深い。 

○コロナ禍の中で、各学部の特

色を伸ばす教育や質を保証す

る教育に向けて教育内容の充

実を進めている。 

○学部教育もコロナ感染の影響

を大きく受け、マイナス要素

も多かったと思うが、逆にオ

ンライン教育のメリットもあ

ったと思う。既存の教育に戻

すのではなく、コロナを契機

に将来の方向性を見据えた新

たな教育方法を模索して欲し

い。 
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ロマ・ポリシーと対応させる形で行うことが試行された。更

に、卒業論文に関しては提出方法を見直し、統一された形式

のPDFファイルがオンラインで提出されるようにした。これ

により、附属図書館に収蔵される論文の準備が容易になっ

た。 

ああ・本学の協定校から派遣される留学生向けに英語で行う専門科

目を、新規開講を含めて大幅に増設した。そのために7月の将

来構想委員会で「交換留学生のための英語等による専門科目

ワーキンググループ」（副学部長とりまとめ）を設置し、改

善策を提案した（9月将来構想委員会で審議、10月教務委員会

及び教授会で審議）。留学生向けの専門科目が 経済・経営、

政治・社会、文化・言語の3分野それぞれに3科目以上が開講

されるよう、積極的な開講を促進する教務上の措置も教務委

員会で検討され、教授会で承認された。 

あああまた、特色あるカリキュラム充実につながる言語運用能力の

向上については、令和元年度の「英語運用能力向上のための

WG」報告に基づく将来構想委員会における検討とFD・SDの開

催による学部全体における共有を元に、令和2年度も継続し

て検討した。 

ああ・特色あるカリキュラム充実につながるアクティブ科目の履修

促進については次のような取組と対応を行った。 

あああコスタリカ国連平和大学（UPEACE)の夏期平和学基礎コース

（コーディネータ：副学部長）は、令和2年度はコロナ禍によ

りオンラインによる実施となった。期間は9月7日からの9週

間で、週一回のオンデマンド授業とオンラインによるディス

カッションやグループワークなどが行われた。国際学部から

は2人の学部生と平和学研究科から1人が参加した。 

あああ令和3年度以降の海外留学を促すために国際研究入門で紹介

した「オンライン留学体験報告会」の動画を8月31日から国際

学部オリジナルウェブサイトに掲載した。また、10月30日に

は個別相談会を実施した。 

あああ令和元年度に「特定非営利活動法人ルワンダの教育を考える

会」と覚書を交わし、令和3年5月から「ルワンダNGOインター

ンシッププログラム」の募集を開始し夏季と冬季に派遣を予

定していたが、コロナ禍により中止となった。 

あああインターンシップ（企業・公的機関）については、令和元年
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あああ(イ)あ情報科学部において

は、技術の進展に対応で

きる基礎教育の充実を

図るとともに、グローバ

ル人材の育成等を推進

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○技術の進展に対応した

カリキュラムの実施、

評価 

 

 

 

度にその運用状況と参加状況を詳細に点検した上で、重複す

る講義内容を見直し、2年生対象説明会を実施する計画を立

てたが、コロナ禍により当初計画していたインターンシップ

受入れの多くが困難になった。こうした中でも、5月8日に国

際学部就職キャリア委員会がオンラインで「進路選択スター

トアップ講座」を開催し、オンデマンド用の動画をゼミで活

用するよう促した。また、11月16日から11月30日にかけて「就

職・キャリア形成セミナー」をオンデマンド配信し、12月17

日には「WEB 面接特化型!就活対策講座」をオンラインで実

施した。また、11月16日から11月30日にかけて「就職・キャ

リア形成セミナー」をオンデマンド配信し、12月17日には

「WEB 面接特化型!就活対策講座」をオンラインで実施した。

また、11月16日から11月30日にかけて「就職・キャリア形成

セミナー」をオンデマンド配信し、12月17日には「WEB 面接

特化型!就活対策講座」をオンラインで実施した。 

ああ・国際学部インターンシップ報告会を12月9日にオンライン 

で実施し、2人の学生が報告を行った。 

ああ・令和元年度に引き続き、卒論発表会を各プログラムでオンラ

イン実施した。 

あああ国際政治・平和プログラム（1月27日、発表者数27人） 

あああ公共政策・NPOプログラム（1月27日・29日、発表者数21人） 

あああ多文化共生プログラム（2月2日、発表者数18人） 

あああ国際ビジネスプログラム（1月27日、発表者数24人） 

あああ言語・コミュニケーションプログラム（1月25日～2月24日オ

ンデマンド、発表者数8人） 

ああ・ブラッドフォード大学（英国）との間ではこの数年以来、研

究交流を実施してきたが、先方からの提案に基づきダブル・

ディグリー・アウォードについて協議を重ねてきた。EUの動

向やコロナ禍により協議は中断しているが、機会をみながら

慎重に検討を継続する。 

○情報科学部では、技術の進展に対応したカリキュラムを実施する

ため、次の取組を実施した。 

あ【取組内容】 

ああ・イノベーション人材育成プログラムを含めた学部全体のカリ 

キュラムの年次進行での実施として、後期に「実社会指向基

礎数学」を開講した。 
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○グローバル人材育成の

ための教育の実施、評

価・改善 

 

 

 

 

 

 

ああ・カリキュラム改革により内容を刷新した基礎実験を実施し

た。 

ああ・令和3年度開講の「批判的創造的思考法」のFDを実施するとと

もに、その講義内容を確定した。 

ああ・プログラミング教育に関しては改革ワーキンググループを中

心にプログラミングI,IIや各学科の内容が確定した。 

ああ・イノベーション人材育成プログラムの実施と並行して実施す

ることで教育効果が高まるため、文部科学省「大学による地

方創生人材教育プログラム構築事業」（事業者：広島大学）

に応募した。不採択となったが、本事業の構想を練ることで

イノベーション人材育成プログラムの検討が進んだ。 

ああ・前後期とも多くの科目がオンライン授業の実施が必須とな

り、情報科学部では実験と演習の数科目を除き、eラーニング

システムを用いた教材の配布、オンデマンドの授業動画の利

用、テストやアンケートなど学生がPCを用いて主体的に授業

を受けるアクティブ・ラーニングを実施できた。 

ああ・学部専門教育の充実のためにカリキュラムアセスメントに係 

るFD・SDに参加し、カリキュラムアセスメント自己評価を行

った。また、ディプロマ・ポリシーとカリキュラム・ポリ  

シーを改訂した。 

ああ・情報科学研究科の教員を中心にプロジェクトベースでオンラ 

イン授業実施の支援に取り組んだ。 

ああ・大学の教育のデジタル化に向けて大学で応募した文部科学省 

令和2年度第3次補正事業「デジタルを活用した大学・高専教

育高度化プラン」に情報科学研究科教員でワーキンググルー

プを設置し、今後の教育のデジタル化の方向性を検討すると

ともに応募内容を作成した。 

○更に、情報科学部では、情報科学を駆使して活躍するグローバル

人材の育成のため、次の取組を実施した。 

あ【取組内容】 

ああ・学部の英語教育カリキュラムにおいて、令和元年度の計画 

どおり3年次、4年次の授業「技術英語演習I, II」、「外書購

読演習I, II」において、学生の英語のスピーキングとライ 

ティングを含む英語4技能を習得した。学科ごとに工夫をし

た授業内容により、卒業論文の執筆や発表・質疑応答を全て

英語で実施する学生もいた。 



中期目標 中期計画 
令和２年度 

年度計画 

公立大学法人広島市立大学による自己評価 評価委員会による評価 

評価理由等 記号 評価理由・コメント等 記号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あああ(ウ)あ芸術学部においては、

創作工房及びスタジオ

を活用した実習科目の

導入等により、学生の創

作活動の幅を広げるた

めの教育内容の充実を

図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○創作工房等の活用や 

アートプロジェクト等

による実践的教育の実

施等教育内容の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ああ・学生の英語によるコミュニケーション力の向上のため、外 

部講師を招き、英語集中講義（オンライン）を11月～12月で

実施した。 

ああ・TOEICスコアの進級要件の設置、そのスコア引上げの実施 に

より、情報科学部向け英語科目に学生が自主的に取り組んで

いることから、令和2年度からeラーニング英語I～Ⅳを完全

自習型の授業形式とした。 

ああ・学部国際交流委員会の尽力によりハサヌディン大学（インド

ネシア）のプログラムの応募が可能となった。 

ああ・オンライン等の国際交流プログラムに関しては、慶北国立 

大学校（韓国）との交流に学部生１人が、セントメアリーズ

カレッジ（アメリカ）との交流に学部生、大学院生各１人、

国立シラパコーン大学（タイ）との交流に学部生、大学院生

各１人が参加した。 

○芸術学部では、創作工房等の活用やアートプロジェクト等による

実践的教育の実施等の教育内容充実のため、次の取組を実施し

た。 

【取組内容】 

ああ・令和元年度に作成した改善計画を基に、各工房の設備や機器 

の見直しを行い、モータコンプレッサー、シャーリング、真

空加圧式鋳造等の大型機械の購入や、石材切断機の修繕を行

った。 

ああ・広島市と連携して取り組んでいる「基町プロジェクト」では、

基町住宅地区で撮影された懐かしい家族写真や風景写真の

展示を通じて振り返る＜基町写真展＞を、基町プロジェクト

の施設と周辺地域の複数箇所で開催した。また新たな取組と

して、これまで基町プロジェクトが収集してきた様々な記録

や研究成果を地域へ還元するための施設として「基町資料

室」を開設した。 

ああ・香川県小豆島町との連携による三都半島アートプロジェクト 

において、令和2年度は社会連携プロジェクトとして「三都半

島アートプロジェクト2020」を開催した。（参加者：彫刻専

攻、油絵専攻学部生23人、大学院生10人、教員4人） 

ああ・学生のプレゼンテーション能力やコミュニケーション能力の 

向上のため、実技カリキュラムの一部として、実技科目の講

評時に、作品の創作意図や制作上の問題点等を述べる発表時



中期目標 中期計画 
令和２年度 

年度計画 

公立大学法人広島市立大学による自己評価 評価委員会による評価 

評価理由等 記号 評価理由・コメント等 記号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あああ(エ)あ大学教育の質を担保

するため、英語、数学等

のリメディアル教育（大

学教育を受ける前提と

なる基礎的な知識等を

補う教育をいう。）を実

施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○リメディアル教育の実

施、評価・改善 

間と質疑応答の時間を設け、言葉による表現能力の向上に取

り組んだ。 

ああ・「マツダ・広島市立大学芸術学部共創ゼミ」では、学科・専

攻・分野・学年を越え、16人が受講した。10人が作品制作を

行い、11月に優秀作品展を開催した。 

ああ・芸術学部の実習・演習では、コロナ禍により工房での創作活  

動を中止せざるを得ない期間、自宅でできる課題の指導をオ

ンラインで行った。来日できなかった留学生には、オンデマ

ンドでの受講ができるよう対応した。 

あああ体験的な学習が不可欠な美術学科の実技科目では、日本画専 

攻、油絵専攻、彫刻専攻における各課題の制作工程を、Zoom

によるライブ中継やオンデマンド動画で配信し、学生が自宅

で学習できる環境を整えた。デザイン工芸学科の各分野の課

題でも、実制作前のプロセスにオンラインによるプレゼン 

テーションやミーティングを積極的に導入した。木工機械室

やフォトスタジオの安全講習用オンデマンド動画の作成も

行った。 

○リメディアル教育については、令和元年度に引き続き「サポート

教室」と称し実施した。 

【取組実績】 

ああ（英語） 

あああ内容：文法及び文法項目のTOEICリーディング問題への応用 

あああ実施期間：10月19日～1月21日（週1コマ×10週） 

あああ対象学生：全学部対象（概ねTOEICスコア350点以下の者）に

ああああああああ募集 

あああ受講人数：22人（3クラス） 

ああ（数学） 

あああ内容：情報科学部1年前期で必修科目となっている「解析学 

ああああああＩ」、「線形代数学Ｉ」の単位を修得するために必須

ああああああである高等学校数学 

あああ実施期間：10月9日～1月29日（週1コマ×13週） 

あああ対象学生・受講人数：情報科学部1年～3年の「解析学Ｉ」、

あああああああああああああ「線形代数学Ｉ」単位未修得者で募集

あああああああああああああに応じた14人 

ああ（塑造
そ ぞ う

） 

あああ内容：芸術学部彫刻専攻を対象とした基本スキル向上のため 



中期目標 中期計画 
令和２年度 

年度計画 

公立大学法人広島市立大学による自己評価 評価委員会による評価 

評価理由等 記号 評価理由・コメント等 記号 

ああああああの実技指導 

ああ実施期間：9月23日～25日（5コマ×3日間） 

ああ対象学生・受講人数：入試及び前期の実習の成績を基に選出

ああああああああああああした彫刻専攻の1年3人ほか希望者 

あ（素描
そびょう

） 

ああ内容：芸術学部日本画専攻を対象とした基本スキル向上のた

あああああめの実技指導 

ああ実施期間：12月21日～23日（5コマ×3日間） 

ああ対象学生・受講人数：前期の実習の成績を基に選出した日本

ああああああああああああ画専攻の1年3人ほか希望者 

あ（デッサン） 

ああ内容：芸術学部油絵専攻を対象とした基本スキル向上のため

あああああの実技指導 

ああ実施期間：12月22日～25日（5コマ×4日間） 

ああ対象学生・受講人数：前期の実習の成績を基に選出した油絵

ああああああああああああ専攻の1年15人ほか希望者 

あそれぞれ最終日にアンケートを行った結果、概ね受講者の好評は

得ていた。「数学」については、令和元年度の結果を踏まえた実

施形態の見直しにより、継続受講者数は増加したものの、受講が

継続しない傾向が依然として見受けられたため、更なる改善策を

検討することとした。 

 以上のように、「学部専門教育内容の充実」について、優れた取

組を行ったことから、「ａ」と評価した。 

        

あああ大学院教育では、

国際学、情報科学、

芸術学及び平和学

の特色ある研究科

及び研究所の構成

を生かした個性的

な教育を実施し、高

度な知識を身に付

けさせるとともに、

自己の能力を発揮

して課題に対応で

き、国際社会及び地

ああウ 大学院教育（小項目） 

ああああ学生の多様化に対応す

るとともに、専門分野にお

いて優れた研究能力と実

践的技能を身に付けた学

生を養成するため、大学院

教育の充実に取り組む。 

あああ(ア)あ大学院に平和学研究

科を新設する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○平和学研究科博士後期

課程設置に向けた諸準

備 

 

 

 小項目評価 

○平和学研究科では、修士課程（博士前期課程）の完成年次を迎え、

初めての修了生を出した。 

博士後期課程新設について、令和2年4月に広島市立大学大学院平

和学研究科平和学専攻課程変更届出書を文部科学省に提出し、受

理された。ウェブサイトをはじめとした広報活動のほか、進学説

明会を実施し、学生確保に向けた活動を行った。 

一般入試を令和3年2月に実施した（博士前期課程合格者8人（うち

留学生1人、定員10人）、博士後期課程合格者3人（定員4人））。 

○国際学研究科では、昨今の地域・社会のニーズ及び本研究科の特

性（強み）を踏まえ、「実務者養成・スキルアップ及び在野の研

究者支援（または養成）」（学ぶ喜びを追求したい人、個人的に

a 〔評価理由〕 

 大学院教育内容の充実につい

て優れた取組を実施したと認め

られることから、「Ａ」と評価し

た。 

〔コメント〕 

○各研究科において、実務者教

育やリカレント教育の充実や

マネジメント能力の育成を進

めている。 

○国際学研究科、情報科学研究

科では社会人教育にも意欲的

Ａ 



中期目標 中期計画 
令和２年度 

年度計画 

公立大学法人広島市立大学による自己評価 評価委員会による評価 

評価理由等 記号 評価理由・コメント等 記号 

域の発展に貢献で

きる研究者及び高

度人材を養成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あああ(イ)あ国際学研究科におい

ては、文系高度実務者養

成のための教育を実施

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○国際学研究科における

実務者対応型カリキュ

ラム（養成・スキルア

ップ）の整備、留学生

受け入れに向けた科目

等の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

深めてきた研究成果の検証や発表の機会を求めている人）へと対

象を拡充する必要がある。このような観点から以下の措置を実施

した。 

あ・大学院の活性化に向けて、文系高度実務者養成と社会人のスキ

ルアップを念頭においた教育カリキュラム改革の一環として、

「課題研究報告書」に求められる内容を見直し、令和2年度の大

学院履修案内に明記した。また、国際学部オリジナルサイトに

過去5年間の修士論文・博士論文・課題研究報告書のタイトルを

掲載した。 

あ・社会人の受入促進のための「長期履修制度」を活用した入学者

を令和2年度も継続して受け入れている。 

あ・令和2年度より本学大学院学則が改正されたことに伴い、「外国

人研究生の入学資格と受け入れに関する申し合わせ」を改訂

し、7月教授会で承認した。これにより特に海外の大学を卒業し

た学生の研究生申請の受入基準を明確にした。 

○国際学研究科のカリキュラム改革に関する作業は、コロナ禍によ

り一部保留ではあるが着実に実施した。 

あ・令和元年度実施した文系高度実務者養成に向けたアンケート 

調査結果によると、夜間開講の対応可・賛成が74%（条件付きを

含む）との結果であった。令和2年度は上記のターゲット層の拡

充を念頭に置き、6限を設置した。教務負担のバランス問題に加

え、夜間は大学内サービスが利用できないこと等も踏まえ、大

学院科目の一部をサテライトキャンパスで開講すること、ま

た、オンライン授業の可能性も併せて検討することとした。社

会人大学院生の修学を現在よりも容易にするため、各キャリア

カテゴリーに関連する授業を示した「社会人のためのスキルア

ップ履修モデル」を作成し、3月末までに大学院ウェブサイト

（国際学部が管理する部分）に掲載した。履修モデルでは科目

ごとに「6限対応」、「オンライン授業対応」の有無を記載し、

実務者受入れの姿勢をわかりやすく示した。 

あ・実務者養成にふさわしい「インターンシップ」への改変（留学

生対応を含む）については、「ピース・インターンシップ」（1

単位）のための公的機関や企業等の受入先を探しつつ、令和3年

度以降は2単位とすることを決定した。また、国際学部教員がレ

ンヌ第2大学（フランス）LEA「国際ビジネス：ヨーロッパ・ア

ジア」コースの修士課程２年生の受入業務を担当しており、本

な取組を行っている。 

○国際学研究科では、実務者受

入れを意識している点が良い

と思う。留学生の就職サポー

トも一層お願いしたい。 

○情報科学研究科では、enPiT-

Pro事業で初級編の社会人教

育プログラムを提供している

点は社会貢献としても評価で

きる。ハノーバー専科大学で

のダブルディグリー取得プロ

グラムも推進すると博士後期

課程への進学率の上昇や学生

さんのモチベーションが高ま

ると期待される。 

○芸術学研究科では、企画から

実施までアートプロジェクト

全体のマネジメントも学ぶこ

とができることは、大学院生

にとって有益な実務経験とな

ろう。 

○平和学研究科において、博士

後期課程の新設に向けて着実

に準備を進めた。今後の展開

に大いに期待する。 

○平和学研究科の博士前期課程

の入学者が増加したのは良か

った。特に社会人入学も多く

いるというので、特色ある平

和学研究科の知名度をあげて

発展を目指して欲しい。 

 



中期目標 中期計画 
令和２年度 

年度計画 

公立大学法人広島市立大学による自己評価 評価委員会による評価 

評価理由等 記号 評価理由・コメント等 記号 

 

 

 

 

あああ(ウ)あ情報科学研究科にお

いては、社会のニーズを

教育へ適切に反映する

とともに、社会の変化に

対応した人材育成のた

めの教育内容の充実を

図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あああ(エ)あ芸術学研究科におい

ては、学生の創作活動の

幅を広げるための領域

横断的な教育に取り組

むとともに、地域展開型

の芸術プロジェクトへ

の参加等による実践的

な教育を推進する。 

 

 

 

 

 

 

○技術の進展に対応した

カリキュラムの実施、

評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○領域横断的な教育の実

施、アートプロジェク

ト・展覧会公募・地域

展開型芸術プロジェク

トへの参加促進 

 

 

 

 

 

学の研修同意書・研修証明書の草案を作成した。レンヌ第2大学

関係者から連絡があり、令和4年4月からの留学生派遣が決定し

たので、令和3年度に受入れとインターンシップ実施に向けた

対応を検討する。 

○情報科学研究科では、enPiT-Pro事業から派生した、地元企業を対

象としたAI、IoT、ロボットに関する入門編の社会人教育プログラ

ムの提供を開始し、これまでの広島地域のみでの提供から、中国

経済連合会の協力により、中国地域全体への提供へと公開講座事

業を拡大することになった。enPiT-Pro事業でも引き続き初級編

の社会人教育プログラムを提供しているため、入門編及び初級編

の教育が可能になった。 

社会人に提供している第4次産業革命に必要な基本技術の教育プ

ログラムを大学院へ取り込むべく、まずは連携大学と規程の調査

を行った。残念ながら本学を含め連携大学の多くで、大学院の規

定上、大学院科目への読替えができないことが分かった。そこで、

新設科目として取り込むべく、連携大学と協議を行ったが、国立

大学では科目の新設も困難とのことなので、北九州市立大学と本

学の公立大学でenPiT科目を大学院の新設科目として取り込み、

単位互換制度などの枠組でお互いの科目を提供しあうことで合

意した。本学では「情報科学特別講義」としてenPiT科目の一部を

試験的に取り込み、令和3年度から社会人と大学院生が一緒に学

べる科目を提供する。 

なお、令和2年度に予定していたハノーバー専科大学（ドイツ）で

のダブルディグリー取得プログラムの留学１人は断念となった

が、令和3年度に１人が申請することとなった。ハノーバー専科大

学からは１人を受け入れることが決まった。 

○芸術学研究科では、専門領域の主指導教員以外に別の研究領域の

教員を副指導教員とする学生の割合が高まっており、博士前期課

程では55人中13人、博士後期課程では15人中3人が別の研究領域

の教員から副指導教員としての指導を受けている。また、博士後

期課程の「領域横断特別研究」では、3人の学生が研究領域及び研

究分野の異なる教員からの指導を受けて創作研究を行った。 

芸術学研究科では、地域展開型の芸術プロジェクトを継続的に行

い、創作能力を向上させるとともに、企画から実施までのプロ 

ジェクト全体をマネジメントできる能力の向上を図った。令和2

年度は香川県小豆島町との連携による三都半島アートプロジェ



中期目標 中期計画 
令和２年度 

年度計画 

公立大学法人広島市立大学による自己評価 評価委員会による評価 

評価理由等 記号 評価理由・コメント等 記号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あああ(オ)あ国際学、情報科学、芸

術学及び平和学の特色

ある研究科及び研究所

の構成を生かした科目

の新設等により、学際的

な教育を推進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○学際的科目の検討 

クトにおいて、社会連携プロジェクトとして「三都半島アートプ

ロジェクト2020」を開催した。参加者は、彫刻専攻と油絵専攻か

ら学部生23人、大学院生10人、教員4人が参加し、地域と連携した

展覧会を開催した。「マツダ・広島市立大学芸術学部共創ゼミ」

では博士前期課程の学生3人も受講し、より創作性と完成度の高

い作品が創出されている。 

専門性に基づいた個別指導が必要な大学院教育では、コロナ禍に

おいて、オンラインによる課題説明、進捗状況のチェック、講評

を行い、個々の学生の資質や研究の進度を的確に把握しながらの

指導を進めた。6月以降は、感染対策を徹底しながら、アトリエ・

工房での創作研究が継続できるよう、教育・研究環境に配慮した。 

○学際的教育の実施案の検討については、執行部での検討の結果、

第3期中期計画に向けて詳細を検討することとした。 

以上のように、「大学院教育内容の充実」について、優れた取組

を行ったことから、「ａ」と評価した。 

        

 ああエ 特色ある教育（小項目） 

あああ(ア)あ豊かな人間性と国際

性を身に付けた人材を

育成するため、国際学生

寮を活用した教育プロ

グラムの開発・実施に取

り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○国際学生寮を活用した

教育プログラムの実

施、評価・改善 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小項目評価 

○国際学生寮「さくら」で日本人学生と外国人学生が共同生活を行

うことが、語学、異文化理解、対人関係の構築等を学べる教育プ

ログラムであると位置づけ、学生役職者を中心とした学生寮の運

営に取り組んだ。毎月開催するレジデント会議には必ず教職員が

参加するようにし、学生の自主性を尊重しつつ、助言や指導を行

うよう、きめ細かな支援を行った。 

年度当初は日本人学生44人、外国人学生31人で国際学生寮の運営

を開始したが、コロナ禍により、外国人学生の緊急帰国や来日の

中止が相次いだ（3月末現在で外国人学生11人が入居）。 

教育プログラムの評価・改善につなげるためアンケートを作成

し、退寮する学生に提出を求めた。アンケートでは、「寮生活を

通して異文化、多様な価値観に触れることができた」「国際交流

や留学への関心が高まった」との設問に85％以上の学生が「とて

も当てはまる」又は「少し当てはまる」と回答するなど、寮生活

が有意義であったことがうかがえる結果が得られた。 

また、全学生を対象とした教育プログラムとしては、外国語を学

ぶ短期宿泊型の教育プログラム「さくらでミニ留学」を7月に実施

a 〔評価理由〕 

 特色ある教育内容の充実につ

いて優れた取組を実施したと認

められることから、「Ａ」と評価

した。 

〔コメント〕 

○国際学生寮「さくら」における

日本人、外国人学生の共同生

活はトータルな文化交流の機

会を提供する教育プログラム

となっていると評価する。 

○国際学生寮「さくら」での共同

生活や「さくらでミニ留学」

が、コロナの影響で予定どお

り実行できなかったことは大

変残念であった。 

○コロナ禍のため各種プログラ

ム（「広島市立大学塾」「地域課

Ａ 



中期目標 中期計画 
令和２年度 

年度計画 

公立大学法人広島市立大学による自己評価 評価委員会による評価 

評価理由等 記号 評価理由・コメント等 記号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あああ(イ)あ社会に貢献するリー

ダー人材を育成するた

め、少数の学生を対象に

課外教育プログラムを

実施する「広島市立大学

塾」（仮称）を創設する。 

 

 

 

 

あああ(ウ)あ地方創生に取り組む

「地（知）の拠点大学」

として、地域に愛着・誇

りを持ち、その発展に貢

献する人材を育成する

ための教育カリキュラ

ムの充実を図る。 

 

 

 

 

あああ(エ)あ情報科学部及び情報

科学研究科においては、

他大学、医療機関、企業

等学外機関との連携を

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「広島市立大学塾」の

実施、評価・改善 

 

 

 

 

 

 

 

 

○地域貢献特定プログラ

ムの継続実施、評価・

改善 

 

 

 

 

 

 

 

 

○医用情報科学分野にお

けるカリキュラムの実

施、評価・改善 

 

するよう計画していたが、コロナ禍により、実施には至らなかっ

た。12月に日帰りに変更した同プログラムを実施し、20人の学生

が参加した。 

令和3年度の学生役職者の募集・選考を行い、12月に16人（うち1

人辞退）の新学生役職者を決定した。学生主体による寮生活（教

育プログラム）の改善に資するよう、新学生役職者に対して、以

下の研修プログラムを実施した。 

あ【研修内容】 

ああ・日本赤十字社職員によるAED講習 

ああ・学生役職者オンライン交流研修 

ああ・新年度寮運営の準備 

○リーダー人材育成を志向する「広島市立大学塾」では、6月開講に

向けて、令和2年3月2日から第4期塾生の募集を開始したが、コロ

ナ禍のため、塾生の募集を一旦中止した。その後、市大塾の開講

について検討したが、ゲスト講師の招聘
しょうへい

や学外研修を実施する

見込みが立てられず、またオンラインなどの代替方法による実施

では、市大塾における学びの目的を十分に達成できないとの判断

から、令和2年度の実施を取りやめることとした。 

10月以降、第3期の点検・評価と、第4期のプログラム等の再検討

を行うとともに、市大塾のウェブサイトのリニューアルや4期生

の募集チラシの作成等、令和3年度の開講に向けた準備を行った。 

○地域志向人材を育成する地域貢献特定プログラムに関しては、コ

ロナ禍により「地域課題演習」は不開講となり、「地域実践演習」

も情報科学部を除いて不開講となった。 

地域貢献特定プログラムにおいて、「学部専門教育科目において

別途定める『地域志向科目』群から2単位以上」の修得要件がある

が、「ひろしま地域リーダー」に認定しやすくするため、他学部

の地域志向科目を履修し、単位取得する場合も認めることとし

た。令和2年度は16人の学生に対し「ひろしま地域リーダー」を認

定した。なお、令和3年度の「広島・地域志向科目」について、教

育ネットワーク中国の単位互換制度を活用した履修可能科目を

新たに7科目認定し、履修を促進することとした。 

○医用情報科学分野におけるカリキュラムの実施に関しては、情報

科学部及び情報科学研究科で、改善に向けた検討を次のとおり進

めた。 

あ【取組内容】 

題 演 習 」「 HIROSHIMA and 

PEACE」など）が一部開講でき

なかったことはやむを得ない

が残念であった。 

○コロナ禍の中で、オンライン

での講演会や特別講義等を積

極的に開催する等、教育内容

の充実を図っている。 

○被ばく講話のオンライン・ラ

イブ配信は国際平和教育の一

環として高く評価できる。広

島市立大学の学生の参加者を

増やす工夫が今後一層望まれ

る。 

 



中期目標 中期計画 
令和２年度 

年度計画 

公立大学法人広島市立大学による自己評価 評価委員会による評価 

評価理由等 記号 評価理由・コメント等 記号 

推進し、情報科学、医学

及び工学の知識を有し

た優秀な人材の育成を

図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あああ(オ)あ夏期集中講座 「HIROSHIMA 

and PEACE」の講義内容

等のより一層の充実を

図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新型コロナウイルス感

染症の拡大に鑑み夏季

集中講座「HIROSHIMA 

and PEACE」を中止】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ああ・医用情報科学科カリキュラム内への臨床情報医工学プログラ

ムの融合について以下の取組をした。 

あああ①医学系講義科目である「医科学概論」を令和元年度に引き

続き開講した。 

あああ②令和2年度新設実習科目「医用情報科学のための病院実習」

については、開講に向けて受入先である地方独立行政法人

広島市立病院機構（広島市民病院、安佐市民病院）と実施

検討したが、コロナ禍により、令和2年度は不開講とした。 

ああ・withコロナとなる令和3年度における医学系科目のあり方に

ついて検討を開始した。また、上記医学系科目教育に対する

医学系教員採用について、非常勤講師による担当も含めて検

討を開始した。 

ああ・本地域での医工学教育の普及を目指し、「ひろしま医工学ス

クール」を令和3年3月27日に開催した。高校生から社会人ま

での受講者が事前に医工学の基礎を学ぶためのオンライン

予習用のウェブサイトを立ち上げ、スクール当日は先端的な

研究を行う講演者3人によるオンライン講演会を実施した

（受講者数：45人）。なお、同スクールは本学の社会連携プ

ロジェクトであり、医用情報科学科教員が主体となって広島

県商工労働局、県内企業とともに産官学の協力体制で実施し

たものである。 

○コロナ禍により令和2年度の「HIROSHIMA and PEACE」は中止とせ

ざるを得なかった。想定外の時間ができたので、令和2年度は  

ウェブを通じた情報発信力強化に努めた。 

・広島平和記念資料館と共催する形で、小倉桂子氏による被ばく

講話を9月30日にオンライン・ライブで配信した。資料館には主

に講師のオンライン参加をサポートしてもらい、HIROSHIMA and 

PEACE委員会側が講師依頼・事前広報・参加者のとりまとめ・当

日用Zoomの手配・当日の司会進行などを担当した。令和2年度の

HIROSHIMA and PEACEプログラムに応募した海外の学生をはじ

め、平和・紛争研究に関心の高い海外の大学や研究機関に幅広

く呼び掛け、本学学生の参加も募った。オーストラリア、ドイ

ツ、ニュージーランド、ブラジル、ルワンダ、コンゴ民主共和

国など12か国から大学生・教員30人が参加し（本学学生参加者

は9人）、活発な質疑応答を行った。 

・HIROSHIMA and PEACE用インスタグラム・アカウントを10月に立



中期目標 中期計画 
令和２年度 

年度計画 

公立大学法人広島市立大学による自己評価 評価委員会による評価 

評価理由等 記号 評価理由・コメント等 記号 

 

 

 

 

 

 

あああ(カ)あ平和科目の必修化等

により、平和関連教育の

充実を図る。 

 

 

 

あああ(キ)あ学生が世界又は地域

で活躍する人材と交流

する機会の充実を図る

ため、外部講師を招いた

講演会、特別講義等の開

催に取り組む。 

あああ(ク)あ学生の成長につなが

る地域での取組へ学生

の参加を促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○平和関連教育の充実 

 

 

 

 

 

○外部講師を招いた講演

会や特別講義等の開催 

 

 

 

 

○地域での取組への学生

の参加促進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ち上げた。教授会で承認されたHIROSHIMA and PEACEソーシャ

ルメディア・ポリシー」に基づいてインスタグラムを運用して

いる。例年、HIROSHIMA and PEACEプログラム期間中にウェブサ

イトに写真をアップしていたが、インスタグラムを活用するこ

とにより、1年を通して国内外に効果的な情報発信が可能とな

った。 

○平和関連教育の充実に関しては、新規開設予定の「広島を歩く（仮

称）」について、プログラムの基本的な考え方及び実施方法を検

討した。具体化については、第3期中期計画に向け今後実施予定

の、総合共通科目の科目区分及び科目構成の検討と合わせて令和

3年度に検討を進めることとし、令和4年度の開講を目指すことと

した。 

○学生が世界や地域で活躍する人材と交流する機会の充実を図る

ため、各学部等において外部講師を招いた講演会や特別講義等を

オンライン等により積極的に開催した（68回）。 

○学生の成長につながる、地域での取組への参加促進を図り、また

地域での活動を通じた学生の能動的な学びを支援するため、以下

のとおり取り組んだ。 

・市大生チャレンジ事業を実施して、学生の地域での活動の支援

を行った。 

本事業の経費補助等により、「学生による地域特化型『テイク

アウト情報共有サイト』プロジェクト」、「三原市の地域再生

と継続のための写真展と地域文化史制作」等4件の事業を実施し

た。申請から審査会までの内容聞き取りや、報告書の取りまと

め等の全般について、実施学生の主体性を大切にしながら、対

面及びオンラインでサポートした。事業実施後に教員及び学生

向けの報告会をオンラインで開催し、学生のプレゼン能力の向

上へもつなげた。 

また、起業を視野に入れた学生に対しては、社会連携コーディ

ネーターが外部機関を紹介し、起業等についての助言を得た。 

・東日本大震災を契機として発足した公立大学学生ネットワーク

主催の全国公立大学学生大会（LINKtopos 2020）（9月26日・27

日実施）について、学生に対して参加を呼びかけ、7人の学生が

参加した。 

・広島市主催の「市政車座談義」に学部生が参加し、平和文化の

振興について市長と意見を交わした。 



中期目標 中期計画 
令和２年度 

年度計画 

公立大学法人広島市立大学による自己評価 評価委員会による評価 

評価理由等 記号 評価理由・コメント等 記号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・各学部、研究科においては、江田島（広島県江田島市）への移

住者を増やす活動をしている人達とZoomによるミーティング

を通じて地域づくりの取組を学んだり、広島市からの依頼によ

る「広島市新型コロナウイルス感染症ポータルサイト」の構築、

アートやデザインによる地域に根ざした教育研究事業を行っ

た。 

以上のように、「国際社会及び地域の第一線等で活躍する人材の

育成、平和関連教育など特色ある教育内容の充実」について、優れ

た取組を実施したことから、「ａ」と評価した。 

        

あ⑵あ教育方法等の改善 

あああ各学部及び研究科

の教育目標を実現

し、学生にとって魅

力ある教育を提供す

るため、授業内容及

び授業方法の改善を

図るとともに、必要

な教育環境を整備す

る。 

あああまた、学生が自主

的かつ主体的に学習

に取り組むことがで

きるよう、学習環境

を整備する。 

 

あ⑵ 教育方法等の改善（小項

目） 

ああアあ教育効果の向上及び短

期留学、インターンシッ

プ、ボランティア活動等学

外での学びの活性化のた

め、クォーター制の一部導

入に取り組む。 

 

 

ああイあ学生の学びを能動的か

つ自律的なものにするた

めの教育を推進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ああウあGPA（Grade Point Average 

あああ：履修科目ごとの成績に評

点を付けて全科目の平均

値を算出する成績評価シ

ステムをいう。）の分析・

 

 

○クォーター制の実施、

クォーター制全面実施

の検討 

 

 

 

 

 

○アクティブ・ラーニン

グの推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○成績評価ガイドライン

の運用（点検）、GPA

の分析及び教育内容・

教育方法の改善 

 

 小項目評価 

○全面ターム化の実現のためには、総合共通科目のターム化も同時

に必要であることから、今後、総合共通科目の科目区分及び科目

構成の検討と併せて検討を進めることとした。また、英語科目の

ターム化について検討を行い、「英語応用演習」、「CALL英語集

中」及び「ｅラーニング英語」を令和4年度からタームで開講する

こととした。令和4年度からのターム化に向け、令和3年度におい

て課題の洗い出しと具体的な対応を検討する。更に、令和3年度に

おいて、本格実施に向けた先進事例調査や他大学調査を実施する

こととしており、その訪問先の選定を行った。 

○令和元年度に実施した、アクティブ・ラーニング実態調査の集計、

分析を行った。その結果、回答のあった常勤教員の約84％が授業

でアクティブ・ラーニングを実践しており、科目数の約73％にア

クティブ・ラーニングが導入されていた。最もよく利用されてい

るアクティブ・ラーニングの手法は小テスト等による「振り返り」

であり、続いて「プレゼンテーション」と「ディスカッション」

の利用が多かった。これらの調査結果から、アクティブ・ラーニ

ングの活用が着実に進んでいることが明らかになった。 

また、令和元年度、コロナ禍により延期していた、アクティブ・

ラーニングの評価でよく用いられるルーブリック評価のセミ 

ナーを、10月30日にオンラインで実施した（受講者40人）。 

○内部質保証委員会や内部質保証プロジェクトチームのもと、IRを

実施した。新入生・在学生・卒業予定者を対象とした学生調査を

実施した際には、学内情報システムを利用して回答するようにし

たことで、データ集計の負担軽減を図った。ほかに、留年・退学

の状況調査や、成績評価分布に係る分析を行った。 

b 〔評価理由〕 

 教育方法等の改善のための取

組を計画どおり着実に実施した

と認められることから、「Ｂ」と

評価した。 

〔コメント〕 

○「ターム化」の推進について

は、ターム化に馴染む科目と

馴染みにくい科目（特に履修

者による「報告」等の事前準備

を必要とする科目）とがある

ので、慎重な検討を望みたい。 

○アクティブ・ラーニングにつ

いても実態の把握に努めてい

る。 

○コロナへの対応とともに、教

育方法の改善計画を着実に進

めている。 

○収蔵品のデータベース化は、

作品の保管と活用において大

学芸術資料館の収蔵品デジタ

ルアーカイブとして内外に発

信する重要な要素である。デ

ジタルアーキビストを採用・

育成することは今後の展開が

期待される。 

○堅実に改善に向けて色々な施

策を検討していることは評価

できる。特にコロナ対応は大

Ｂ 



中期目標 中期計画 
令和２年度 

年度計画 

公立大学法人広島市立大学による自己評価 評価委員会による評価 

評価理由等 記号 評価理由・コメント等 記号 

活用等により、教育内容及

び教育方法の改善に取り

組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ああエあ生涯学習、リメディアル

教育等を効果的に実施す

るため、「総合教育センタ

ー」（仮称）の設置に向け

て取り組む。 

ああオあ芸術資料館所蔵品の 

データベース化を推進す

るとともに、所蔵品の多様

な活用を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「総合教育センター

（仮称）」設置に向け

た検討 

 

 

○高精細記録の実施、所

蔵品の多様な活用に向

けたPR及び展開 

 

 

 

 

 

また、内部質保証・教学マネジメント体制の構築に向け、外部講

師を招聘
しょうへい

してFD・SDを行い、ディプロマ・ポリシーやカリキュラ

ム・ポリシーの見直し、シラバスの点検、ルーブリックの作成等

を行った。 

平成30年度に策定した成績評価ガイドラインを引き続き運用し、

成績評価基準の明示等、「高等教育の負担軽減」制度に係る機関

要件の確認申請に対応した。ガイドラインで対象とする科目の成

績分布について、令和元年度科目を平成30年度と比較できる分析

資料にまとめ、全学部・研究科で共有した。 

授業アンケートは学内情報システムを利用して実施した。回答率

は平均37％で、受講者平均値は4.1（5点満点）であった。 

○附属施設等の見直しを検討するため、執行部で各副理事や附属施

設長とのヒアリングを行った。令和3年度で詳細を検討していく

予定である。 

○芸術資料館においては、予定していた9件の企画展の内、コロナ禍

により2件が中止となったが、感染症防止策の徹底を図った上で7

件を公開展示し、学内外に対する芸術教育、芸術振興とともに芸

術資料館のPRに努めた。また、専門教育での活用として、デザイ

ン工芸学科立体造形分野の授業において、収蔵作品（椅子等）を

学習に活用した。 

学芸員資格取得科目である博物館実習においては、オンライン授

業と対面授業を併用して収蔵品の中から油絵、日本画、彫刻、デ

ザイン工芸の6分野、現代表現等の全ての専攻・専門分野に関わる

収蔵作品を活用して、博物館、美術館における作品の取扱い、調

書の取り方の実習に活用した。当実習では、芸術学部各分野の実

技教員8人がゲスト講師として協力した。 

コロナ禍により、予定していた多くのギャラリートーク等が中止

となったが、退任記念展3件については、ギャラリートークを動画

撮影しネット上で配信した。 

所蔵品のデータベース化における令和2年度の収蔵作品の撮影実

績は、収蔵作品の一部をフォトスタジオ（写真室）にて8,000万画

素以上のデータ撮影を行った（撮影内訳：ポスター「ラブ・ピー

スポスター」106点、令和2年度卒業制作買上げ作品優秀作品5点）。

収蔵作品のアーカイブ作成、データベース化に向けては、令和3年

度の4月より、非常勤嘱託員としてデジタルアーキビストの採用

を決定し、芸術資料館の収蔵作品のアーカイブを中心に大学全体

変だったと推察する。改善が

結果としてまだ見えないの

で、今後に期待したい。 



中期目標 中期計画 
令和２年度 

年度計画 

公立大学法人広島市立大学による自己評価 評価委員会による評価 

評価理由等 記号 評価理由・コメント等 記号 

のデジタル化とアーカイブの充実を図ることとした。 

○コロナ禍におけるオンライン授業の全学的な導入について、教職

員で対応を行った。令和2年度開始直後から、教員有志による「オ

ンライン授業実施プロジェクト」を立ち上げ、オンライン授業の

実施に向けた課題の整理や必要な準備等、昼夜を問わず行った。

各学部等においてもFD研修等を実施し、事務局では、オンライン

による履修登録や教科書注文等の付帯する準備を進めた。また、

オンライン授業開始前から、オンライン授業実施プロジェクトや

情報処理センター、事務局が中心となって、教員（非常勤講師を

含む。）や学生に対するヘルプデスク機能を担った。 

以上のように、「教育方法等の改善」について、計画に掲げる取

組を着実に実施したことから、「ｂ」と評価した。 

        

２ 学生の確保及び支援

に関する目標 

 

 

 

 

 

２ 学生の確保と支援（大項目）  大項目評価 

○意欲ある優秀な学生の確保 

あ・令和元年度に全学的な検討を行った新入試の制度のもと、各学部

で選抜実施要領や評価基準を定め、総合型選抜、学校推薦型選抜、

一般選抜等を実施した。また、新入試の実施に伴い、早期に入学

が決定する総合型選抜及び学校推薦型選抜による入学予定者に

対し、学習意欲の維持・継続と入学後の本学教育への円滑な移行

を目的として、入学前教育を行った。いちだい知のトライアスロ

ン及び英語eラーニングを学部ごとに課したほか、情報科学部で

は数学を、芸術学部では実技課題を課し、高校と連携して個別サ

ポート等を行った。 

あ・大学院生の受入れに関し、各研究科において、オンラインでの進

学説明会や入試を実施した。 

あ・中国遼寧大学からの留学生を対象とする奨学金「公益財団法人松

尾孝記念財団奨学金」及び韓国等からの留学生等に対する奨学金

「姜仁秀奨学金」を設立し、令和3年度入学予定者からそれぞれ

応募があった。 

あ・広報戦略に基づき、大学案内の発行や、市内電車・バスセンター

へのポスター掲示等の広報活動を行った。 

あ・コロナ禍を受け、オープンキャンパスはオンライン（オンデマ  

ンド配信等）で実施した。高校生に向けて魅力的なコンテンツと

なるように教職員や学生で動画を作成し、オープンキャンパス専

用サイトを通じて配信した。・オープンキャンパスは感染症拡大

ａ 〔評価理由〕 

 優秀な学生の確保と支援の全

般について優れた取組を実施し

たと認められることから、「Ａ」

と評価した。 

Ａ 



中期目標 中期計画 
令和２年度 

年度計画 

公立大学法人広島市立大学による自己評価 評価委員会による評価 

評価理由等 記号 評価理由・コメント等 記号 

防止のため、オンラインで実施した。 

○学習環境等の整備、キャリア形成に関する支援等による学生への支  

 援 

あ・3学部合同のオリエンテーションや各学部でのガイダンス、学習相

談会等は、コロナ禍の中、複数回に分けての実施や、オンライン

での実施等で対応した。 

あ・大学ウェブサイトや学内情報システムを利用し、学生へ新型コロ

ナウイルス感染症に対する注意喚起を行った。また、登校事前届

出システムの構築・運用、健康状況や行動歴を記録する「健康観

察記録」シートの提供や、学生寮・国際学生寮への体温測定装置

の設置を行った。 

あ・各附属施設等の新型コロナウイルス感染症に関する対応として、

附属図書館や語学センターでは、郵送貸出や電子書籍等の案内、

課外英語学習プログラムのオンライン実施を行った。情報処理セ

ンターではシステムのストレージ使用率を管理し、オンライン授

業等の障害防止に努めた。 

あ・令和2年度から「心と身体の相談センター」を設置し、運営を開始

した。カウンセリング等はオンラインでも実施し、学生の心身の

健康の保持増進を図った。 

あ・キャリア形成支援の充実に向けて、キャリア教育関連科目の新規

開講やメールマガジンの配信、学内情報システムを活用した情報

発信等を行った。また、企業研究セミナーのオンラインでの実施

や、学生と企業のマッチング機会の確保に努めた。 

あ・インターンシップ等の支援については、マナー研修のオンライン

での実施や点検評価シートのオンライン指導を行った。インター

ンシップ参加者数は目標（63人）を超える107人となった。 

あ・コロナ禍により生活が厳しくなった学生を支えるため、本学独自

の応急奨学金制度の創設や、授業料減免制度の要件緩和を行った。

また、オンライン授業の受講環境を整備するため、パソコンやWi-

Fiルータの貸出し、光回線等の新規契約費用の補助等を行った。 

以上のように、優れた取組を実施したこと、また、コロナ禍での厳

しい学生生活を支援する様々な取組を実施したことから、「ａ」と評価

した。 

       

あ⑴あ学生の確保 

あああ受験生の動向を踏

あ⑴ 学生の確保（小項目） 

ああアあ教育内容の充実等によ

 

○新入試の実施、高大連

 小項目評価 

○令和元年度に全学的な検討を行った新入試の制度のもと、各学部

a 〔評価理由〕 

 意欲ある優秀な学生の確保に

Ａ 



中期目標 中期計画 
令和２年度 

年度計画 

公立大学法人広島市立大学による自己評価 評価委員会による評価 

評価理由等 記号 評価理由・コメント等 記号 

まえた効果的な入試

広報を展開するとと

もに、国内外からの

意欲のある優秀な学

生の確保に向けた取

組を積極的に進め

る。 

 

 

 

 

 

 

り受験生への魅力を高め、

アドミッション・ポリシー

（入学者受入方針）に応じ

た入学者選抜を実施する

ことにより、意欲のある優

秀な学生を確保する。 

ああイあ長期履修制度、海外学術

交流協定大学推薦入試制

度等を活用し、国内外から

意欲のある優秀な大学院

生の受入れを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

携の推進 

 

 

 

 

 

○入試制度の改善等によ

る意欲のある優秀な大

学院生の受入れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

で選抜実施要領や評価基準を定め、総合型選抜、学校推薦型選抜、

一般選抜等を実施した。受験生や保護者向けの進学相談会のオン

ライン実施や、一般選抜における感染症対策に伴う試験実施上の

配慮に関しての検討、公表等、新型コロナウイルス感染症に関連

した対応も行った。 

あ新入試の実施に伴い、早期に入学が決定する総合型選抜及び学校

推薦型選抜による入学予定者107人に対し、学習意欲の維持・継続

と入学後の本学教育への円滑な移行を目的として、11月から3月

までの間、入学前教育を行った。3学部共通の取組として、仮IDを

発行の上、いちだい知のトライアスロン及び英語eラーニングを

学部ごとに課題を設定して課したほか、情報科学部では数学（問

題集への取組）を、芸術学部では実技課題（本人と相談の上）を

課した。入学前教育の実施等は各高校へ伝え、入学予定者から相

談等があれば対応していただくよう依頼した。取組状況が芳しく

ない者や配慮を要する者については、高校と連携し、個別にサポ

ート等を行った。 

○意欲のある優秀な大学院生の受入れに向け、各研究科において、

次のとおり取り組んだ。 

あ【取組実績】 

ああ・国際学研究科では、令和2年10月・令和3年4月入学大学院博  

士前期課程入試、同博士後期課程入試、同海外在住者対象外

国人留学生入試の口述試験は、コロナ禍のため、ウェブ会議

システムによるオンラインで実施することとし、「ウェブ会

議システムを用いた国際学研究科オンライン入学試験実施

運用」を作成した。新たな入試枠として設定した海外在住者

対象外国人留学生入試に、中国の天津外国語大学から初めて

出願があり、12月にオンライン口述試験を実施し、1人が合格

した。 

あああコロナ禍による登校自粛の中、例年どおりの進学説明会は実

施できなかったため、代替措置として、5月13日に令和3年度

国際学研究科入試（推薦）に関する国際学部生の個別電話相

談を実施した。7月に実施した推薦枠での出願には繋がらな

かったが、令和3年2月実施の博士前期課程一般選抜枠には、

本学国際学部卒業見込みの学生3人が出願した。 

あああ平成30年度より実施している北陸大学における大学院進学 

説明会を令和元年11月にも実施し、その結果、出席した留学

ついて優れた取組を実施したと

認められることから、「Ａ」と評

価した。 

〔コメント〕 

○入試の多様化に積極的に取り

組んでいる。また、それに連動

して、入学前教育も導入した。 

○大きな問題もなく、新入試の

制度が実施された点は、良か

ったと感じる。 

○意欲ある大学院生を確保する

ため、各研究科において工夫

が見られた。 

○優秀な大学院生の確保に向け

て努力は感じるが、大学院定

員確保をしっかりすることが

重要である。 

○オープンキャンパスのオンラ

イン開催など積極的な取組が

見られた。 

○コロナ禍の中で、広報活動を

拡大し、意欲的な学生の確保

を進めている。 

○広報の推進、情報の発信は重

要なので、ウェブサイトのリ

ニューアルにも期待したい。 

 



中期目標 中期計画 
令和２年度 

年度計画 

公立大学法人広島市立大学による自己評価 評価委員会による評価 

評価理由等 記号 評価理由・コメント等 記号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生の2人が本研究科を受験し、うち1人が令和2年4月に入学し

た。令和2年度も先方大学からの開催要望に応え、11月に学部

教員が実施し、対面相談会に12人、オンラインで3人の参加が

あった。 

あああ社会人大学院生の修学を現在よりも容易にするため、各キャ

リアカテゴリーに関連する授業を示した「社会人のためのス

キルアップ履修モデル」を作成し、3月末までに大学院ウェブ

サイト（国際学部が管理する部分）に掲載した。 

ああ・情報科学研究科では、コロナ禍の状況でも受験できるよう、

オンラインによる推薦入試、一般入試を整備した。推薦入試

の出願資格及び一般入試学力検査（外国語）に関して、オン

ライン方式の利用を認めることとし、一般入試学力検査（外

国語）に関しては、コロナ禍によりTOEICの公開試験が中止さ

れる状況を受け、特例措置として、TOEIC®L&Rのほかに、

TOEFL、実用英語検定試験（英検®）、GTEC、ケンブリッジ英

語検定、IELTS、TEAPの成績利用を認めることとした。同時に、

その評価制度の整備も行った。TOEIC®L&R以外の英語外部検

定試験の成績利用を、令和3年度以降の大学院入試でも実施

するための制度整備を行い、推薦入試、一般入試でTOEIC®L&R

に加えて、TOEFL iBT、IELTSの成績利用を認めることとした。 

あああまた、社会人が働きながら大学院前期課程を修了しやすくす

るため、本学で提供しているenPiT-Proの科目の一部を、情報

科学特別講義として再編成したり、大学院のカリキュラムの

見直しをした。 

あああほかに、ハノーバー専科大学（ドイツ）からのダブルディグ

リープログラム学生の受入れ（令和3年度後期）の確認を行っ

た。 

ああ・芸術学研究科では、学部3年生と大学院博士前期課程1年生を

対象としたオンライン進路説明会を10月に実施した。また学

科専攻ごとに、学部3年生に対して進路相談を行い、令和2年

度に就職活動を行った先輩達からの経験談を聞く場を設け

る等、学生の就職活動の紹介とともに、大学院での創作研究

についての相談機会を設けた。それぞれの機会を通じて、学

部生3年生、大学院博士前期課程1年生に対する進学の意識付

けを行った。 

あああ外部に対してはウェブサイト上で、教員評価を含めた優秀作



中期目標 中期計画 
令和２年度 

年度計画 
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ああウあ学部の特色・魅力を受験

生及び保護者に分かりや

すく伝える広報、地域性を

考慮した戦略的広報に取

り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○広報コンテンツの作成

及び発信、広報戦略に

基づいた広報の実施 

品の作品写真を公開し、本研究科の教育方針、研究レベルを

示すことで、外部からの応募者の獲得に努めた。 

ああ・平和学研究科では、ウェブサイトやパンフレットをリニュー

アルし、広報体制を強化した。7月と11月には進学説明会をオ

ンラインで実施し、中国、韓国、オーストラリア等からも含

め、学生・社会人からの参加者（7月13人、11月12人）を得た。

ほかに、平和首長会議が加盟都市（約7,800都市）に配信する

メールマガジンで研究科の広報を行ったり、広島平和研究所

のシンボルマークを決定した。 

あああまた、遼寧大学（中国）からの留学生を対象とする奨学金「公

益財団法人松尾孝記念財団奨学金」及び韓国等からの留学生

等に対する奨学金「姜仁秀奨学金」を設立した。令和3年度入

学予定者からそれぞれについて1人の応募があった。 

○学部の特色・魅力を受験生及び保護者に分かりやすく伝える広報

等を推進するため、次のとおり取り組んだ。 

あ・広島市立大学広報戦略に基づく広報活動を行うとともに、アン

ケート調査等により広報活動の効果の確認等を行った。令和元

年度のアンケート、意見等も参考にし、大学案内2021を制作し

た。コロナ禍のため学生の登校が制限されたことにより、当初

の制作スケジュールに遅れが生じたが、6月末に発行し、高校や

美術系予備校等とオープンキャンパス時の資料送付希望者へ

郵送した。教職員等を対象にした大学案内についてのアンケー

トでは、おおむね良好の評価であった。アンケートで意見のあ

った内容については、大学案内2022の制作時に参考とする。 

ああ各種広報媒体に適したコンテンツを制作するという観点から、

令和4年度に大学案内とウェブサイトのリニューアルを行うこ

ととし、ワーキンググループで仕様書等の検討を行った。令和

3年度もリニューアルに関する検討を継続して行う。 

ああオープンキャンパスについて、令和元年度と同様に、オープン

キャンパス実施ワーキンググループを中心に、プログラムの検

討・準備を進めた。令和2年度は、コロナ禍のため、従前の形態

に代えて、オンライン（オンデマンド配信等）で実施すること

とし、高校生に向けて魅力的なコンテンツとなるよう、教職員

や学生で動画を作成した。6月29日から9月13日までを配信期間

とし、STEP1（6月29日配信開始）、STPE2（8月20日追加配信）

とオープンキャンパス専用サイトを通じて段階的にコンテン



中期目標 中期計画 
令和２年度 

年度計画 

公立大学法人広島市立大学による自己評価 評価委員会による評価 

評価理由等 記号 評価理由・コメント等 記号 

ツを配信し、1,537人の参加登録があった。 

ああ4月から年間を通じて広島電鉄市内電車内に計3種類のポス 

ター掲示を行った。また、広島バスセンターへもポスター掲示

を行い、5月末には大学紹介、8月にはオンラインオープンキャ

ンパス、12月に大学広報、2月に芸術学部卒業・修了作品展の広

報として活用した。ポスターのデザインは本学教職員が行い、

より訴求力のあるモチーフを検討し、刷新した。 

ああオンラインオープンキャンパスの実施を機に、本学における

YouTubeの運用方針を定め、公式チャンネルの運用管理を広報

委員会が行うこととした。また、広報において有効な機能を有

するSNSを安全に運用するため、ソーシャルメディアアカウン

ト運用ポリシー及びガイドラインを作成した。 

ああ広島平和研究所の依頼を受け、芸術学部教員がシンボルマーク

を作成した。 

ああ大学院入学者確保のため、継続して大学院進学情報サイト「大

学院へ行こう！」へ情報掲載を行った。 

あ・国際学部では、高校への模擬授業（出張講義）について、これ

まで実施してきた講演テーマを学部オリジナルサイトに掲載

し、高校からの依頼を受け付けた。また、大学のオンラインオ

ープンキャンパスの時期に合わせて、オンラインで学部個別進

学説明会を3回開催した。ほかにも、本学の学生たちが留学先で

撮影した写真とともに自らの留学体験を報告した内容を、8月

31日から学部オリジナルサイトを通じて動画配信（YouTube）し

ている。 

あ・情報科学部では、入試広報担当を新たに設置することで、入試

広報の体制を強化し、高校への模擬授業実施や研究室見学対

応、高校との合同ワークショップの開催を実施した。また、刷

新した情報科学部・研究科のパンフレットの配布等による広報

活動や、学部オリジナルサイトの運用を行った。令和2年度末に

は、入試広報の内容の充実、サイトの形式の統一のため、学部

オリジナルサイトの更新を行った。 

あ・芸術学部では、学部教員の創作活動の紹介として、令和2年度で

退任する3人の教員の制作や展示風景とインタビューによる記

録映像を作成し、オンデマンド配信を行った。また、学部オリ

ジナルサイトの試験的運用や、木工機械室やフォトスタジオの

安全講習用動画の配信を行った。 
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令和２年度 

年度計画 
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以上のように、「意欲ある優秀な学生の確保」について、優れた

取組を実施したことから、「ａ」と評価した。 

        

あ⑵あ学生への支援 

あああ全ての学生が心身

ともに健康で充実し

た大学生活を送るこ

とができるよう、学

習環境、生活環境、

健康管理、課外活動

等様々な面で支援の

充実を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あ⑵ 学生への支援（小項目） 

ああアあ新入生の大学への適応

が円滑に進むよう、オリエ

ンテーション等の充実を

図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○全学部における新入生

オリエンテーションの

実施、評価・改善 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小項目評価 

○オリエンテーション等の実施に関しては、各学部等において、以

下のとおり取り組んだ。 

あ・4月当初に実施予定だった3学部合同の新入生オリエンテー  

ションはコロナ禍により中止となったが、学部１年生が今後の

大学生活に期待や意欲を持てるようにすること等を目的とし

て、学部新入生歓迎行事を以下のとおり実施した（新型コロナ

ウイルス感染症対策を施し、三密を防ぐために参加者を2グル

ープに分け、全プログラムを入替で2回実施）。実施後アンケー

トでは、「満足」、「まあまあ満足」の合計が90.1％と高いもので

あった。 

ああ【実施概要】 

あああ日時：9月25日（金）9：00～12：10 

あああ場所：大学構内 

あああ実施内容：入学歓迎式（“半年遅れの入学式”のイメージで、

ああああああああ入学式に準じた内容を実施。来賓の招待なし）、あ

ああああああああ学生生活体験発表（留学2人、インターンシップ1

ああああああああ人、ピア・サポート1人、市大塾1人）  

ああああああああオリエンテーリング（3学部混合グループで実施、

ああああああああ学内6施設） 

あ・国際学部では、前期授業開始の前後に、ガイダンスに加えオン

ラインでの個別履修相談を実施した。後期授業開始の際にもガ

イダンスと個別の履修相談を行い、登校できない学生や登校を

避けたい学生向けに同内容のオンデマンド配信も実施した。 

あ・情報科学部では、11月に学習相談会を実施した。また、2月に学

科配属説明会とオープンラボを開催した。学科配属説明会は対

面とオンラインのハイブリッド形式で実施し、学部生や大学院

生がデモやポスター展示、相談コーナーなどを通じて学科毎に

研究や教育内容を紹介した。 

あ・芸術学部では、前期授業開始までの期間や授業開始後におい 

て、各学科・専攻から個々の学生に連絡を取り、健康状態の確

認を行いながら、オンラインでは難しい実技指導を、学生各々

の状況に合わせて、オンラインと対面のハイブリッドで指導し

ａ 〔評価理由〕 

 学生への支援について優れた

取組を実施したと認められるこ

とから、「Ａ」と評価した。 

〔コメント〕 

○コロナ禍の中、大学に入学し

た学生が今後の大学生活に期

待や意欲を持てるよう配慮し

て9月に入学歓迎式を開催し

たことを高く評価する。 

○教職員によるきめ細かい学生

支援等の取組も多い。 

○各附属施設（附属図書館、語学

センター、情報処理センター）

においても学習環境の改善の

努力がなされている。特に制

度に適応した施設の改修（典

型的にはランゲージチュータ

ー活動に適したランゲージラ

ウンジの改修）も着実に推進

している。 

○「心と身体の相談センター」の

開設は、学生の充実した大学

生活には不可欠であろう。 

○広島市立大学独自の応急奨学

金制度の創設などは、コロナ

禍の中での学生の困窮に機敏

に対応する取組として高く評

価したい。 

○オンラインでの学生生活の支

援を急いで進めている。 

 

Ａ 
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ああイあ教職員によるきめ細か

い支援・相談等の実施、学

生同士の助言等が行える

環境づくりに取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ああウあ各附属施設等の設備、サ

ービス内容の充実、各施設

間の連携等により、学習環

境及び学習支援体制の整

 

○教職員による支援・相

談の充実、ピア・サポ

ートの実施、評価・改

善 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○外国語学習機会をはじ

めとした各附属施設等

における学習環境及び

学習支援の充実 

た。 

○教職員によるきめ細かい支援・相談や学生同士の助言等に関して

は、以下のとおり取り組んだ。 

あ・令和2年度のピア・サポート活動の運営は、ピア・サポーター 

（学生4人）の主体性を大切にしながら、心と身体の相談センタ

ーの教員2人、企画室の特任教員1人及び学生支援室職員1人が

指導・支援に当たる体制とした。サポーターとしての養成・資

質向上を図るため、次のとおり実施した。 

あ・掲示板・投書箱（りっすんポスト）の運用：オンラインでも投

稿できるフォームの作成 

あ・Zoomによるオンライン交流会の開催 

あ・広報活動の強化：ウェブページの作成、いちピア通信の発行、

メンバー募集フォームの作成、LINE公式アカウントの作成、T 

シャツの作成等 

あ・定期ミーティング開催（月2回程度） 

あ・ピア・サポーターの養成、追加募集 

あ・日本人学生が留学生に日本語を、留学生が日本人学生にその母

語を互いに教え合う学生ランゲージチューター制度を、オンラ

イン（Teams）により実施した。 

あ・大学ウェブサイトや学内情報システムを利用し、学生へ新型コ

ロナウイルス感染症に対する注意喚起を行った。また、登校事

前届出システムの構築・運用、健康状況や行動歴を記録する「健

康観察記録」シートの提供や、学生寮・国際学生寮への体温測

定装置の設置を行った。 

あ・国際学部では、関係する部局や委員会と連携し、学生とオンラ

インでの面談を行った。また、在学生向けに11か国の留学体験

報告と個別相談会をオンラインで実施した。芸術学部では、前

期授業開始までの期間に、学部独自のアンケート調査を行い、

授業開始後はアンケート調査を基に学生各々の事情に合わせ

てオンラインと対面のハイブリッドで指導を行った。特に芸術

学研究科の学生に対しては、オンラインによる細やかな研究指

導を行った。 

○各附属施設等において、次のとおり学習環境の整備等に取り組ん

だ。 

あ◎附属図書館では、令和元年度に引き続き、学生アルバイトを活

用して開館時間の延長を行った。学生アルバイトは日々の図書
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備に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

館通常業務に加え、「図書みくじ」事業でウェブおみくじのプロ

グラミングを担当したり、広島県大学図書館協議会50周年記念

誌の表紙デザインに携わったりと、各々の個性を発揮しつつ図

書館運営に貢献した。 

ああまた、4月に広島市民病院から大型書庫を受贈し、利用の少ない

図書を中心に約4万冊を大型書庫に移動した。これにより、全館

的に書棚が満杯であった点が改善され、利用者の利便性が向上

した。ほかに、今後の附属図書館のあり方を検討するため、利

用状況に関する各種統計（学部別の入館者数と貸出者数の比

較、開架図書の分野別稼働率、電子BOOKの利用状況等）を整理

し、現在の運営状況について分析を行った。 

ああ更に、新型コロナウイルス感染症への対応として、附属図書館

では次の学習支援体制を整備した。取組については、広島県大

学図書館協議会で事例発表した。 

ああ・附属図書館利用に関するガイダンス動画を作成し学内情報シ

ステムに掲載した（各テーマ10分程度の動画を計12本作成）。

希望者には少人数限定で20分程度の対面によるミニガイダ

ンスを実施した（10月～12月、参加者：延べ26人）。また、附

属図書館の各種ガイダンスで作成した動画コンテンツを整

理し、常時閲覧可能な状況にして学内情報システムにまと

め、改めて広報した。 

ああ・図書館資料の郵送貸出を実施した（5/20～8/31、計310件497 

冊）。 

ああ・自宅から利用できる電子書籍等の案内を集中的に実施した。

具体的には、「おうちde図書館」シリーズを附属図書館ウェブ

サイトに掲載した（令和2年度の所蔵電子書籍の全文ダウン

ロード数1,618冊）。 

ああ・オンライン授業対策としてデータベース「Japan Knowledge」

を1から2アクセスに増やした。また、続群書類従の電子版

（2,128点の古書・古記録）を追加購入した。 

あ◎語学センターでは、第2期機器更新に向け、408教室、自習室、

事務室、ランゲージラウンジ、エレベーターホールの仕様検討

を完了し、ランゲージラウンジはランゲージチューターの活動

により適した環境になるよう重点箇所として改修を計画どお

り春季休暇中に行った。 

ああまた、新型コロナウイルス感染症への対応として、次の学習支
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援体制を実施した。 

ああ・パソコンが必要な学生がオンライン授業を受講できるよう、

語学センター教室のノートパソコン116台を貸し出し、語学

センター外でも利用できるように整備した。 

ああ・登校できない学生の課外外国語学習支援のため、語学セン  

ター定期購読雑誌の郵送貸出を行い、22件の利用があった。 

ああ・夏季・春季休暇中に英語学習機会を提供するため、eラーニ  

ングによる課外英語学習プログラム「リスニング・リーディ

ング・文法」、「リスニング特化型」「リーディング特化型」「文

法特化型」「文法基礎」の計5種類をオンラインで実施し、合

計194人の受講実績があった。また、「アプリを利用した英語

の発音・発話トレーニングのプログラム」（夏季休暇時、67人

受講）、「アプリを利用した英語学習」（春季休暇時、53人受

講）、「IELTS入門」（春季休暇時、3人受講）の3つを実施し、

学生の課外オンライン学習機会を更に増やすことができた。 

ああ・新型コロナウイルス感染症防止策を十分施した上、通常ペー

パー方式のTOEIC IBTではなく、課外プログラム受講前TOEIC

（オンライン形式、ただし試験監督は対面）を8月28日、31日

に語学センター教室で実施し、10月26日～30日には、課外プ

ログラム受講後TOEIC（オンライン、対面による監督）を後期

CALL英語集中、eラーニング英語受講前TOEICと同時に語学セ

ンター教室で実施した。また、春季課外プログラム受講前

TOEICを2月25日に、Zoomでの試験監督のもと自宅での試験を

実施した。 

あ◎情報処理センターでは、新システムの稼働確認や課題の整理を

以下のとおり行った。 

ああ・インターネットのIPv6移行状況の把握：IPv6通信量の測定法

を検討し、情報科学部棟と学外の間の通信に対して測定を実

施した。更に効率的な測定法を確立することが課題として残

るが、定期的に測定を実施することにより移行状況を把握す

る基礎は整えた。 

ああ・学内無線LAN新認証方式の運用開始：5月より利用方法の説明

ウェブページを公開し運用を開始した。オンライン授業の学

内での受講等にも利用され、問題なく稼働している。 

ああ・オンライン授業のためのシステム管理：学内学外間の通信量、

eラーニングシステム(webclass)や授業動画ストリーミング
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ああエあ学生の心身の健康の保

持増進を図るため、「保健

管理センター」（仮称）の

設置に向けて取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○心と身体の相談セン 

ターの設置、運営 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

システム(Stream)のストレージの使用率を把握し、障害防止

に努めた。 

あまた、情報処理センターが提供するサービスの改善による、学

習環境及び学習支援体制の整備についての実施内容と実施結

果は以下のとおりである。 

ああ・新eラーニングシステム等の利用状況調査：オンライン授業 

支援プロジェクトが主催してオンライン授業サポートに関

するアンケートを実施した。その回答から、新eラーニングシ

ステム等の使い勝手に関する問題点や十分活用されていな

い機能を把握した。 

ああ・安全な学習環境提供のためのセキュリティ強化：自己点検と

結果の解析、学生への情報セキュリティ啓蒙チラシの作成、

不正アクセス状況のモニター頻度増を実施した。また、例年

どおりセキュリティ診断（ポートスキャン）を行った。 

ああ・オンライン授業実施サポート：遠隔授業（会議）ツール使用

マニュアルをウェブに掲載するなど、オンライン授業をサポ

ートした。また、VPNとeラーニングサーバーを強化、ハイフ

レックス授業の第一歩としてカメラ＆マイクの貸出しを提

案し実施された。 

あああ特にストレージの使用率把握やオンライン授業のサポート

は、新型コロナウイルス感染症への対応として実績を上げ

た。 

○令和2年度から「心と身体の相談センター」を設置し、運営を開始

した。 

あ学生の心身の健康の保持増進を図るためには、心身の健康につい

て専門的な知見を有した職員を配した元保健管理室が中心にな

って学内諸機関との連携を強化し、適切な取組を実施していくこ

とが必要であることから、業務として「配慮を要する学生の支援」

を新たに明示する等、分掌業務や組織の再整理を行うとともに、

センターの名称については、学生目線でわかりやすいものとする

ため「心と身体の相談センター」とした。 

あ【取組実績】 

ああ・心と身体の健康相談対応 

ああ・ピア・サポートの支援 

ああ・健康診断の実施 

ああ・負傷や疾病の救急措置 
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あああまた、学生自らが、

社会の中で自分の役

割を果たしながら自

分らしい生き方を実

現するための力を身

に付けるよう、また、

やりがいを持って働

く生き方について考

え、行動できるよう、

入学時からキャリア

形成に関する支援の

充実を図るととも

に、地元企業との連

携強化等により、就

職支援の充実を図

る。 

 

 

 

 

 

 

 

ああオあ卒業生及び地元企業と

の連携によるセミナーの

実施、インターンシップの

活用等により、入学時から

就職・キャリア形成に向け

た支援を充実する。平成33

年度までに、インターンシ

ップ参加学生数を年間63

人（平成27年度42人）にす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○キャリア教育関連科目

の実施、キャリア形成

に係る情報管理・発

信、評価・改善 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ああ・配慮を要する学生への支援 

ああ・新型コロナウイルスの感染が疑われる学生の登校の取扱検討 

ああ・Zoomによるストレスマネジメント講座の実施 

ああ・Teamsを用いたオンライン保健室の開設 

ああ・Zoomや電話によるオンラインカウンセリングの実施 

ああ・対面でのカウンセリング再開に向けた準備（ビニールカーテ

ンの設置・情報漏洩防止のためのブラウンノイズの活用） 

○キャリア形成支援の充実に向けて、次のとおり取り組んだ。 

あ【取組実績】 

ああ◎キャリア教育関連科目の実施 

あああ・授業「インターンシップ・ベーシック」の新規開講 

ああああ低学年からのキャリア教育を充実させるため、1・2年生対

象の「インターンシップ・ベーシック」を新規に開講した。

35人の学生が講義に参加し、実際にインターンシップに参

加して自己評価シート等を提出した13人の学生に対して

単位認定を行った。 

あああ・授業「キャリアサポートベーシックA・B」の新規開講 

ああああ2・3年生（令和2年度は2年生のみ）対象の「キャリアサポ

ートベーシックA・B」を新規開講し、前期の「A」は2年生

12人、後期の「B」は2年生7人が履修した。従来科目「キャ

リアサポートベーシック」は3・4年生57人が履修した。講

義はオンラインで実施するとともに、オンデマンド配信も

行った。 

あああ・授業「キャリアデザイン」の実施 

ああああ1・2年生対象の「キャリアデザインi」を第1タームに開講

した。令和元年度入学生から、この科目を含む「キャリア

形成・実践科目」の1単位以上取得が卒業要件にされたこと

もあり、履修者255人の内240人が1年生だった。第4ターム

に開講した「キャリアデザインⅱ」は1・2年生53人が履修

した。 

ああああ関係科目の履修を卒業要件に位置づけ、1年次前期に履修

できる科目を開設したことで多くの学生が履修した。 

ああ◎キャリア形成に係る情報管理・発信の充実等 

あああ・メールマガジンの配信 

ああああ情報発信は、従来は学内掲示にも重きを置いていたが、コ

ロナ禍により学生が登校困難になったため、令和元年度末
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○キャリア形成の視点に

立ったインターンシッ

プ等の支援の実施、評

価・改善 

 

から令和2年度卒業・修了予定学生対象のメールマガジン

「キャリア通信」の配信を開始した。令和2年4月以降も  

キャリアセンターに届く企業のウェブ説明会や求人に関

する情報等をタイムリーに発信し、3月までの1年間で122

回発行した。また、11月からは令和3年度卒業・修了予定学

生向けに「キャリア通信2022」の発行を開始した。 

あああ・学内情報システム等の活用 

ああああ学内情報システムやキャリアセンターオリジナルサイト

を活用し、セミナーや行事の情報を随時発信することで情

報発信の充実に努めた。学生に提出を求めるインターンシ

ップに関する報告書や進路決定に関する「内定（合格）届」

等については、所定様式を提出する方法からオンラインで

入力する方法に変更し、学生の利便性を高めた。また、就

職・進路相談や面接練習等は、学生の希望に応じ、オンラ

イン（Zoom）や感染防止対策を講じた対面形式で実施した。 

あああ・学内企業説明会 

ああああ令和2年3月の「学内合同企業説明会」や就職情報会社が企

画する「合同企業説明会」が中止になったことから、例年

1日1社開催としていた「学内個別企業説明会」を、4月及び

5月の間は1日4社開催するよう計画した。しかし、新型コロ

ナウイルス感染症による非常事態宣言が発出されたこと

等により、これも中止せざるを得なかった。登校制限を緩

和した6月以降は、感染防止対策を講じつつ、学生と企業と

のマッチング機会を確保した。1月末までに46社の説明会

を計画、12社分を実施、38人の学生が参加した（事前に学

生の参加申込みが無い場合は不実施。令和元年度は計画57

社、実施16社、参加学生数26人）。 

ああああ学部3年生及び大学院1年生に向けては、従来の「学内合同

企業説明会」に代えて令和3年2月に「企業研究セミナー」

を実施した。コロナ禍のためオンラインにより実施し、期

間中197社の企業と、延べ1,811人の学生が参加した。 

○キャリア形成の視点に立ったインターンシップ等の支援の実施

について、次のとおり取り組んだ。 

あ【取組実績】 

ああ・インターンシップに関する情報の発信 

あああ大学から一括して企業に受入依頼をし、その結果を元に学生
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の参加を募る方法での「大学推薦インターンシップ」は、コ

ロナ禍のため中止した。企業がオープンに参加者を募る「自

由応募インターンシップ」については、キャリアセンターオ

リジナルサイトへの情報掲載と、キャリアセンター前ロビー

への紙媒体掲示を併用し、学生への情報発信を行った。 

ああ・インターンシップ事前指導・研修の充実・改善 

あああインターンシップ事前研修として、マナー研修をオンライン

で実施するとともに、「インターンシップ事前事後点検評価

シート」の活用についてオンラインによる指導を行った。こ

れらのプログラムは録画ビデオの配信も行い、リアルタイム

では参加できなかった学生も、オンデマンドで研修ができる

ようにした。 

ああ・学内手続の改善 

あああ学生のインターンシップ参加状況の把握率を向上させるた

め、従来の所定様式を提出させる方法から、オンラインで「自

由応募インターンシップ参加前報告フォーム」に入力する方

法に改めた。これにより前年同時期と比べて報告数が増加し

た。 

ああ・先輩学生によるインターンシップ参加報告書等の活用 

あああ後輩学生がインターンシップに参加する際に役立ててもら

うため、「インターンシップ参加後アンケート」をキャリアセ

ンターで自由に閲覧できるよう活用を図っているが、これに

ついても従来の所定様式を提出させる方法から、オンライン

で入力する方法に改め、学生の提出に対する利便性を向上さ

せた。 

ああ・インターンシップ参加者数 

あああ令和2年度のインターンシップ参加者数は、大学推薦インタ

ーンシップ（学生の参加にあたり手続上大学推薦の形式を取

ったもの）2人、自由応募インターンシップ（学生の参加にあ

たり大学が関与しないもの）100人、広島市有給長期インター

ンシップ3人、広島県インターンシップ促進協議会のインタ

ーンシップ2人で、合計107人となり、中期計画の数値目標63

人を超えた。また、107人中1・2年生は28人であり、令和元年

度（9人）よりも低学年の参加者が増加した。 

ああ・その他 

あああ地元企業に対する理解を深めるとともに、インターンシップ
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ああカあ学生のクラブ、サークル

活動、ボランティア活動等

を奨励するとともに、それ

らを支援するための設備

及び制度の充実等を図る。 

ああキあRA(Research Assistant 

：大学院生が研究の補助を

行う制度をいう。）の導入

等により、大学院生の経済

的支援の充実を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ボランティア活動への

参加促進等課外活動の

奨励・支援 

 

 

【平成30年度終了】 

参加への意欲を高めること等をねらいとして行われる、教職

員及び学生向けの企業訪問（一般社団法人中国経済連合会主

催）に参加した。企業訪問には、6社の企業に職員11人（延べ）

及び学生1人が参加した。 

○ボランティア活動への参加促進等課外活動を奨励・支援するた

め、次のとおり取り組んだ。 

あ【取組実績】 

ああ・社会福祉協議会等からのボランティア情報について、ボラン

ティア掲示板等を活用して学生へ周知した。 

ああ・留学生を対象とした英語版のクラブ・サークル案内一覧を作

成し、留学生の課外活動への参加を促進した。 

ああ・課外活動奨励のため、学生が発案したオンラインクラブ紹介

を支援した（6月26日実施、参加団体：45団体、参加新入生：

約90人）。 

ああ・9月の最終週に、対面形式でのクラブ・サークル紹介を実施し

た（2日間、参加団体：33団体、参加新入生：延べ約250人）。 

ああ・ボランティア事業に参加したクラブ・サークルに対するボラ

ンティア奨励費については、コロナ禍により行事が中止とな

ったため、支給していない。 

○コロナ禍により生活が厳しくなった学生を支えるため、本学独自

の応急奨学金制度の創設や授業料減免制度の要件緩和を行った。

応急奨学金は主に広島市立大学基金を基にし、申請に基づき審査

の上、356人の学生に給付（1人に対し3万円）を行った。また、オ

ンライン授業の受講環境を整備するため、パソコンやWi-Fiルー

タの貸出し、光回線等の新規契約費用の補助等を行った。 

以上のように、「学習環境等の整備、キャリア形成に関する支援等

による学生への支援」について、優れた取組を実施したことから、

「ａ」と評価した。 

        

３ 研究に関する目標 

ああ教員それぞれの独創

性ある研究を推進する

とともに、国際学、情

報科学、芸術学及び平

和学の特色ある学部、

研究科及び研究所の構

３ 研究（大項目）  大項目評価 

○特色ある学部等の構成を生かした研究活動、外部資金の積極的な獲

得等による研究活動の活性化 

あ・広島広域都市圏において芸術学部を中心とした地域展開型芸術プ

ロジェクトを企画・運営し、4プロジェクトを実施した。 

あ・国際学部では、特別コロキアムを実施するとともに、その動画を

学内外へ配信した。 

b 〔評価理由〕 

 研究全般について計画どおり

着実に実施したと認められるこ

とから、「Ｂ」と評価した。 

Ｂ 



中期目標 中期計画 
令和２年度 

年度計画 

公立大学法人広島市立大学による自己評価 評価委員会による評価 

評価理由等 記号 評価理由・コメント等 記号 

成を生かした横断的な

研究、広島平和研究所

を軸とした世界的な視

点に立った平和研究、

地域課題の解決に向け

た研究をはじめ、個性

的な研究活動及び学内

外との研究交流を積極

的に展開する。その研

究成果を教育に反映さ

せるとともに、社会に

還元する。 

ああまた、外部資金の積

極的な獲得と活用に

より、研究の活性化を

図る。 

あ・情報科学部では、外部資金による特任教員を新たに配置するなど、

教育研究推進体制の充実を図り、研究活動を展開した。また、地

域貢献の視点で社会との関わりを意識した研究活動の活性化を図

るため、広島大学との連携による文部科学省「地方創生人材教育

プログラム構築事業」に係る企画検討・応募等を通じて、イノ  

ベーション人材育成プログラムの整備を行うなど、地元企業との

連携事業や共同研究につなげていくための基盤づくりを進めた。 

あ・芸術学部では、「三都半島アートプロジェクト」等の各地の自治体

等との連携による地域展開型の芸術プロジェクトや、広島市との

協働事業「基町プロジェクト」を実施した。 

あ・広島平和研究所では、広島発の平和学の構築と発信を目指し、学

外の専門家と連携しながら「平和都市広島」「アジア及び国際社会

の平和と核」「戦争と和解」の3領域に関する4件のプロジェクト研

究を進めた。 

あ・外部資金獲得については、科研費獲得支援研究費等の支援制度の

運用や科研費・外部資金獲得セミナーの開催等により、教員の積

極的な外部資金獲得の支援を行った。獲得金額は令和元年度を下

回ったものの、科研費の採択率はほぼ同率であり、申請率は上昇

した。 

○研究成果の積極的な公開及び還元 

あ・研究成果の公開や社会への還元について、各学部、研究科では、

叢書
そうしょ

・紀要の刊行、研究会や講演会等の開催や講演、研究発表・

論文発表、展覧会等の開催や出展等に積極的に取り組んだ。 

あ・広島平和研究所では、国際ワークショップの開催、紀要・ニュー

ズレターの刊行等を行うとともに、被爆75年の節目に研究所の教

員全員が執筆した「広島発の平和学-戦争と平和を考える13講」を

学内出版した（法律文化社から一般書として令和3年度出版予定）。 

あ・広島市立中等教育学校をはじめ、市内の中学・高校計10校に対し、

本学が開発した英語eラーニングシステムと教材の提供を行った。 

以上のように、計画に掲げる取組を着実に実施したことから、「ｂ」

と評価した。 

       

 あ⑴ 研究活動の活性化（小項

目） 

ああアあ国際学、情報科学、芸術

学及び平和学の特色ある

 

 

○本学の特色を生かした

研究活動や社会との関

 小項目評価 

○本学の特色を生かした研究活動や社会との関わりを意識した研

究活動の活性化のため、次のとおり取り組んだ。 

あ【取組実績】 

b 〔評価理由〕 

 研究活動の活性化のための取

組を計画どおり着実に実施した

と認められることから、「Ｂ」と

Ｂ 



中期目標 中期計画 
令和２年度 

年度計画 

公立大学法人広島市立大学による自己評価 評価委員会による評価 

評価理由等 記号 評価理由・コメント等 記号 

学部、研究科及び研究所の

構成を生かした本学特有

の新しい分野の研究活動

並びに国際貢献及び地域

貢献の視点で社会との関

わりを意識した研究活動

のより一層の活性化を図

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わりを意識した研究活

動の活性化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ああ・社会連携プロジェクト「地域課題演習等の現地での学習・受

入れ環境調査」 

あああ演習の現地活動の受入地域を設定し、受入窓口、地域課題、

学習メニュー、活動プログラム、現地講師、宿泊等の施設状

況等を把握するための現地調査を実施したが、コロナ禍によ

り広島県江田島市以外の市町については調査を見送った。 

ああ・呉市立美術館の「地域の芸術家支援事業」と連携し、芸術学

部の卒業生を支援する企画展を1月に開催した。また、広島広

域都市圏において芸術学部を中心とした地域展開型芸術プ

ロジェクト（8プロジェクト）を企画・運営し、宮島轆轤
ろ く ろ

プロ

ジェクト（廿日市市）、広島デザインプロジェクト（広島市）、

大竹和紙プロジェクト（大竹市）、江田島オリーブプロジェ

クト（江田島市）の4プロジェクトを実施したが、その他のプ

ロジェクトについてはコロナ禍により中止となった。 

ああ・教員の科研費獲得を支援するため、科研費獲得支援研究費の

公募・配分を行った。 

ああ・国際学部では特別コロキアムを実施した（学部研究コロキア

ム含め計10回実施）。実施の際は学部オリジナルサイトに動

画を掲載し、学内外へ配信した。また、国際学部教員が広島

県立の高校で3年生を対象としたゼミの特別非常勤講師を務

めた。 

ああ・情報科学部では外部資金による特任教員を新たに配置するな

ど、教育研究推進体制の充実を図り、研究活動を展開した。

また、地域貢献の視点で社会との関わりを意識した研究活動

の活性化を図るため、文部科学省の「地方創生人材教育プロ

グラム構築事業」に、広島大学を代表校、本学は連携校とし

て「ひろしまの未来を創る産業中核人材育成プロジェクト」

の事業名で応募した。結果は不採択であったが、申請時に計

画したイノベーション人材育成プログラムを中心とした教

育プログラム及び地元企業との連携事業を情報科学部独自

に実施すべく、カリキュラムの整備を行った。また、地元企

業との連携講義や共同研究につなげられるようイノベーシ

ョン人材育成プログラムの整理や、プログラム修了後の進路

（飛び級制度）についても検討した。 

ああ・芸術学部では香川県小豆島町と連携して「三都半島アートプ

ロジェクト2020」を開催した（参加学部生23人、大学院生10

評価した。 

〔コメント〕 

○社会連携プロジェクトは積極

的な姿勢が感じられる。 

○科研費の採択に結実するよう

に一層の創意工夫を期待す

る。 

○コロナ禍の中、大規模な研究

イベント（広島平和研究所主

催の国際シンポジウムなど）

が中止となったことはやむを

得ない。 

○外部資金を獲得しにくい学部

も多いが、外部資金の獲得数、

特に大型研究費の獲得が少な

い。 



中期目標 中期計画 
令和２年度 

年度計画 

公立大学法人広島市立大学による自己評価 評価委員会による評価 

評価理由等 記号 評価理由・コメント等 記号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ああイあ研究活動を活性化する

ため、 URA（ University 

Research Administrator：

研究者とともに研究活動

の企画・マネジメント等を

行うことにより、研究活動

の活性化、研究開発マネジ

メントの強化等を支える

人材をいう。）を導入する

とともに、科学研究費をは

じめとする外部資金の積

極的な獲得に取り組む。平

成33年度までに、外部資金

を獲得している教員の割

合を年間63.8％（平成27年

度53.8％）にする。 

 

ああウあ芸術研究の発表活動を

促進するため、学内外の作

品展示スペースの充実・活

用に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○外部資金の積極的な獲

得による研究活動の活

性化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○既存の作品展示スペー

スの活用促進、新たな

作品展示スペースの確

保に向けた検討 

 

人、教員4人。入場者1,370人）。廿日市市芸術文化振興事業

団と連携して隔年開催している企画展は7回目となり、

「Tasty Sculpture」と題し11月12日～29日の期間で若手作

家彫刻展をはつかいち美術ギャラリーにて開催した（参加教

員5人、卒業生5人、博士後期学生1人）。広島市中区と協働で

取り組む「基町プロジェクト」では、新たな取組として、こ

れまで基町プロジェクトが収集して来た様々な記録や、研究

成果を地域へ還元するための施設として「基町資料室」を開

設した。 

ああ・広島平和研究所では、発足当初より研究所の研究員が学外の

専門家と連携しながら学際的なプロジェクト研究を実施し

てきた。令和3年3月末現在、平和都市広島、アジア及び国際

社会の平和と核、戦争と和解の3領域に関する4件のプロジェ

クト研究を進め、広島発の平和学の構築と発信を目指した。 

○外部資金の積極的な獲得に取り組み、獲得した外部資金を活用し

て活発な研究活動を実施した。 

あ【科研費等外部資金獲得実績】（ ）は令和元年度実績 

ああ・科研費 

あああ申請率68.9％（65.8％）、採択率51.1％（51.2％）、 

あああ獲得金額［間接経費含む］103,870千円（115,160千円） 

ああ・受託研究、共同研究、補助金、奨学寄附金 

あああ62件、107,555千円（69件、137,040千円） 

ああ・外部資金合計 208,175千円（254,400千円） 

ああ・外部資金獲得教員率 44.3％（44.9％） 

ああ［備考］科研費の申請率：申請件数（新規分＋継続分）÷教員数 

ああああああ科研費の採択率：採択件数（新規分＋継続分）÷申請数（新規

ああああああ分＋継続分） 

ああああああ申請率、採択率、外部資金獲得教員率は専任の教員のみで計算

ああ科研費獲得支援研究費の支援制度の運用や科研費・外部資金獲

ああ得セミナーの開催等により、獲得金額は令和元年度を下回った

ああものの、科研費の採択率はほぼ同率であり、申請率は上昇した。 

○芸術学部及び芸術学研究科では、研究活動の活性化のため、既存

の作品展示スペースの活用促進及び作品展示スペースの新たな

確保・充実に向け、具体的な計画を進めた。 

あ【取組実績】 

ああ・芸術資料館においては、新型コロナウイルス感染症の防止策



中期目標 中期計画 
令和２年度 

年度計画 

公立大学法人広島市立大学による自己評価 評価委員会による評価 

評価理由等 記号 評価理由・コメント等 記号 

 

 

 

 

 

 

 

ああエあ広島平和研究所におけ

る研究活動を活性化する

ため、学外研究者の積極的

な参画等を促進する。ま

た、広島に立地する研究所

として、核・軍縮等特定の

テーマを定めたプロジェ

クト研究を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○学外研究者の参画促

進、プロジェクト研究

の実施 

 

 

 

 

 

を図り、卒業修了作品展、退任記念展、学生企画展など8企画

を実施した。（開催日数：計71日、来場者数：計2,346人（卒

業修了作品展を除く）） 

ああ・新ギャラリーの設置については、これまでに調査した芸術系

大学の状況及び令和元年度に作成したイメージパースを基

に、全学的な効果や必要性を検証し、ギャラリー新設の可否

を含めた検討を行っている。 

○広島平和研究所では、外部研究者と共同で行う研究所としてのプ

ロジェクト研究を実施した（学外研究者の参画は令和3年3月末時

点で11人）。コロナ禍により、例年実施している国際シンポジウ

ムは中止した。 

あ【取組実績】 

ああ・国際ワークショップ 

あああ「東アジアの危機と日韓関係の行方－東アジア共同体創造に

向けて－」 

あああ10月に国際ワークショップを開催（参加者70人） 

ああ・2020年度実施プロジェクト 

あああ「対日戦犯裁判の比較研究－終結70年を見すえて」、「平和

都市・広島の文化的構築に関する予備的調査－広島東洋カー

プを手がかりに」、「アジアの平和と核－国際関係の中の核

開発とガバナンス」、「ヨーロッパ安全保障共同体の経験－

東北アジア共同体構築の教訓として」 

あコロナ禍により、プロジェクトでは予定変更を余儀なくされた

が、オンライン研究会を開催するなどして研究を進めた。 

以上のように、「特色ある学部等の構成を生かした研究活動、外

部資金の積極的な獲得等による研究活動の活性化」について、計画

に掲げる取組を着実に実行したことから、「ｂ」と評価した。 

        

 あ⑵ 研究成果の積極的な公開

及び還元（小項目） 

あああ論文発表及び出版による

研究業績の向上に努める。加

えて、叢書
そうしょ

の出版、シンポジ

ウム、研究公開イベント、展

覧会の開催等により、研究成

果を積極的に社会に公開及

 

 

○叢書
そうしょ

の出版、シンポジ

ウムや展覧会の開催等

による研究成果の積極

的な社会への公開及び

還元 

 小項目評価 

○各学部等において、次のとおり研究成果の積極的な公開及び還元

に取り組んだ。 

あ・国際学部及び国際学研究科は、紀要『広島国際研究』第26巻と、

国際学部叢書
そうしょ

第11巻『周縁に目を凝らす マイノリティの言

語・記憶・生の実践』を刊行し、研究成果の普及を図った。ま

た、学部教員が広島日米協会で講演を行ったり、日本水墨画美

術協会のシンポジウムでパネリストを務める等、研究成果を広

b 〔評価理由〕 

 研究成果の積極的な公開及び

還元のための取組を計画どおり

着実に実施したと認められるこ

とから、「Ｂ」と評価した。 

〔コメント〕 

○コロナ禍によって、教員の活

動の比重は、オンライン授業

Ｂ 



中期目標 中期計画 
令和２年度 

年度計画 

公立大学法人広島市立大学による自己評価 評価委員会による評価 

評価理由等 記号 評価理由・コメント等 記号 

び還元する。 

 

 

 

 

 

 

く社会へ還元する事業や活動を行った。 

あ・情報科学部及び情報科学研究科は、「広島市立大学産学連携研

究発表会」をオンライン開催し、「ネットワーク上の爆発的事

象における研究」と「ブロックチェーン技術を利用した取引の

現状と課題について」を発表した。また、そのマッチングセッ

ションにも学部から多数の研究紹介のポスターを展示した。

（マッチングセッションに関して、情報科学部からのパネル展

示の数：32件、当日の視聴者数：90人、オンデマンド配信視聴

者数：122回、研究紹介ポスター展示の視聴者数（9/8～10/15）

593回） 

あ・芸術学部及び芸術学研究科では、例年に比べるとコロナ禍の影

響により数は少ないものの、積極的に研究成果の発表を行っ

た。教員による研究発表活動は、個展13件（退任記念展含む）、

団体展・グループ展111件、アートプロジェクト参加11件、デザ

インワーク・作品設置12件、その他講演等24件であった。また、

学生による研究発表活動は、グループ展40件、個展13件、公募

展13件であり、その他の展示を含め、積極的に学内外で発表活

動を行った。 

あ・広島平和研究所では、韓国総領事館主催の国際ワークショップ

「東アジアの危機と日韓関係の行方－東アジア共同体創造に

向けて－」やニューズレターの発信（9月）、紀要『平和研究』

第8号の出版（3月）等に積極的に取り組んだ。また、被爆75年

の節目に、研究所の教員全員が「広島発の平和学」という独自

性のあるテーマを通じて執筆した学術研究書『広島発の平和学

－戦争と平和を考える13講』を学内出版した（法律文化社から

一般書として令和3年度出版予定）。 

あ・広島市立広島中等教育学校をはじめ、市内の中学・高校計10校

に対し、本学が開発した英語eラーニングシステムと教材の提

供を行った。 

あ・査読付き論文数：（ ）は令和元年度 

ああ国際学部8本（29本）、情報科学部95本（166本）、広島平和研

究所3本（3本） 

 以上のように、「研究成果の積極的な公開及び還元」について、

計画に掲げる取組を着実に実行したことから、「ｂ」と評価した。 

への対応を中心とした教育に

シフトせざるを得なかったと

想像する。 

○広島平和研究所については、

平和をめぐる学知の国際拠点

として、国内外の研究機関と

のネットワークを拡大しつ

つ、平和研究を先導すること

を期待する。 

○研究成果の発信を進めてい

る。更に、研究成果の国際的な

公開（国際的な学術誌への掲

載等）も進めてほしい。 

 

        

４あ社会貢献に関する目 ４ 社会貢献（大項目）  大項目評価 a 〔評価理由〕 Ａ 



中期目標 中期計画 
令和２年度 

年度計画 

公立大学法人広島市立大学による自己評価 評価委員会による評価 

評価理由等 記号 評価理由・コメント等 記号 

標 

ああ教育研究成果を社

会に還元するため、社

会連携センターを中

心的な窓口として、学

外研究機関、企業、

NPO、地域コミュニ 

ティ等との交流及び

連携を積極的に推進

する。 

ああまた、広島都市圏の

「知」の拠点として、

提言、施策立案、技術

供与等を通じて、地域

行政課題の解決及び

都市機能の強化に貢

献する。 

ああさらに、広く市民に

生涯学習の場を提供

するため、公開講座の

充実等を図る。 

○公開講座の充実等による市民の生涯学習ニーズ等への対応 

あ・市民の学習ニーズに応えるため、公開講座等を多数計画した。コ

ロナ禍により一部開催困難となったものの、市大英語eラーニング

講座やひろしまコンピュータサイエンス塾、各学部の公開講座等、

オンライン開催等の工夫により可能な限り開催した。 

○地域、行政機関、企業など社会との連携の推進 

あ・大型ごみ自己搬入に係る予約システムの構築や広島平和記念資料

館で常設展示される原爆の絵原画の展示用複製画制作等、行政機

関等からの受託研究等を多数実施した。 

あ・広島市からの依頼により、新型コロナウイルス感染症の感染動向

をグラフ等で視覚的に分かりやすく提供する「広島市新型コロナ

ウイルス感染症ポータルサイト」を構築した。 

あ・JR横川駅南北自由通路壁面の金箔を使用した装飾のデザイン等、

地域の要請を受けた連携事業等を多数実施した。 

あ・芸術学部では、地域や行政機関からの要請に応えて、市内外の各

地において多種多様な地域展開型の芸術プロジェクトを実施し

た。 

あ・教員及び学生が自主的に社会貢献事業に取り組む「社会連携プロ

ジェクト」（6件）や「市大生チャレンジ事業」（4件）を引き続き

実施した。 

以上のように、優れた取組を実施したことから、「ａ」と評価した。 

 社会貢献全般について優れた

取組を実施したと認められるこ

とから、「Ａ」と評価した。 

 

 

       

 あ⑴ 生涯学習ニーズ等への対

応（小項目） 

あああ幼児から社会人まで幅広

く市民の生涯学習ニーズ等

に対応した公開講座等を開

催する。 

 

 

 

 

 

 

○小中高校生、市民、企

業の技術者・研究者等

を対象にした公開講座

等の実施 

 小項目評価 

○市民の学習ニーズに応えるため、次のとおり、公開講座を実施し

た。 

あ【開催実績】 

ああ①国際学部公開講座 

あああ・国際ビジネスの現実と地平－寄付行動・原価計算・公会計

－（オンラインで実施）（11月14日開催：受講者数30人） 

あああ・ヒロシマから難民問題に向き合う（2月13日開催：受講者  

数48人） 

あああ・トランプ政権下のアメリカと今後（2月20日開催：受講者  

数62人） 

ああ②情報科学部公開講座 

あああ・高校生による情報科学自由研究（オンラインで実施）(8～ 

9月開催：受講者数26人) 

a 〔評価理由〕 

 生涯学習ニーズ等への対応に

ついて優れた取組を実施したと

認められることから、「Ａ」と評

価した。 

〔コメント〕 

○各学部の伝統的な公開講座に

加えて、オンラインでの市大

英語eラーニング講座、ひろし

まコンピュータサイエンス塾

など、多様化する市民の学習

ニーズによく応えている。 

○様々な公開講座を開催してい

る。 

Ａ 



中期目標 中期計画 
令和２年度 

年度計画 

公立大学法人広島市立大学による自己評価 評価委員会による評価 

評価理由等 記号 評価理由・コメント等 記号 

あああ・講演会（オンラインで実施）(2月17日開催：受講者数42人) 

ああ③芸術学部公開講座 

あああ・サマースクール（オンラインで実施）（日本画、油絵、彫

刻、デザイン工芸：8月開催：受講者数52人） 

ああ④市大英語eラーニング講座（オンラインで実施）（受講者数：

あああ第2期（7/26-10/9）68人、第3期（9/26-12/11）54人（第1期  

あああはコロナ禍により中止）） 

あああ受講場所がサテライトキャンパス等に限定されていたが、令

和2年度の第2期から在宅受講ができるように改め、実施し

た。 

ああ⑤ひろしまコンピュータサイエンス塾（オンラインで実施）（3

月28日開催：受講者数16人） 

あああ令和元年度に引き続き、KDDI財団の「青少年啓発活動助成」

を得て、学部教員の実行委員会メンバーにより「ひろしまコ

ンピュータサイエンス塾（小中学生の科学実験教室2020）」

を3月に開催した。コロナ禍のためオンライン開催ではあっ

たが、16人（小学生7人、中学生9人）が参加し、プログラミ

ング言語を使って算数の問題を解く内容に取り組んだ。 

あああまた、情報科学研究科では、教育活動として次の事業にも取

り組んだ。 

あ【取組実績】 

ああ・グローバルサイエンスキャンパス（広島大学との連携事業） 

3人の受講生を受け入れ、ステップステージ分野別セミナー

「情報分野」を9月から10月にかけて3回オンラインにて実施

した。 

ああ・情報オリンピックセミナー「レギオ」（情報オリンピック日

本委員会との共催） 

7人の参加者を対象として、11月に2回オンラインで開催し 

た。 

ああ・地域のIT、セキュリティ人材育成を目的とした講座等への協

あああ力 

あああ（公財）ひろしま産業振興機構カーテクノロジー革新センタ

ー主催の自動車関連企業等人材向け「スマートファクトリー

推進マネジャー養成基礎講座」（広島県/自動車関連産業クラ

スター支援事業）へのeラーニング教材の提供 

あああ（公財）ひろしま産業振興機構カーテクノロジー革新センタ

○オンライン開講になったが、

公開講座など堅実な実績を出

している。 



中期目標 中期計画 
令和２年度 

年度計画 

公立大学法人広島市立大学による自己評価 評価委員会による評価 

評価理由等 記号 評価理由・コメント等 記号 

ーが独自に取り組む自動車産業等人材向け教育カリキュラ

ム開発への協力 

あああ（一社）中国経済連合会主催「社会人セキュリティ人材育成

講座入門編」（中国経済産業局中小企業サイバーセキュリテ

ィ対策促進事業）への協力 

以上のように、「公開講座の充実等による市民の生涯学習ニーズ

等への対応」について、優れた取組を実施したことから、「ａ」と

評価した。 

        

 あ⑵ 社会との連携の推進（小項

目） 

ああアあ「地（知）の拠点大学に

よる地方創生推進事業

（COC+）」を推進し、広島

都市圏の活性化につなが

る教育研究活動を実施す

ることにより、地方創生に

貢献する。 

ああイあ社会連携センターを窓

口として、広島市をはじめ

とした行政機関、企業等か

らの受託研究、共同研究等

に積極的に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ああウあ地域社会との連携を通

 

 

【平成31年度終了】 

 

 

 

 

 

 

○受託研究・共同研究等

の実施、展示会開催・

出展による研究成果の

PR 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○地域展開型の芸術プロ

 小項目評価 

受託研究・共同研究等の実施、展示会開催・出展による研究成果

のPRに向けて次のとおり取り組んだ。 

あ【取組実績：（ ）は令和元年度実績】 

ああ・受託研究、共同研究：48件（52件） 

あああ研究費計：72,057千円（93,636千円） 

ああ・補助金：2件（2件） 

あああ研究費計：24,196千円（30,057千円） 

ああ・奨学寄附金：12件（15件） 

あああ研究費計：11,302千円（13,347千円） 

受託研究等として、「比治山公園の再整備に係るサイン計画」等

を継続して行ったほか、大型ごみの受入体制の改善（大型ごみ自己

搬入に係る予約システムの構築）、原爆の絵・展示用複製画の制作

（広島平和記念資料館で常設展示される原爆の絵原画の展示用複

製画制作）、「ひろしまサンドボックス行政提案型実証プロジェク

ト（本学保有の特許を用いての業務実施）」、矯正職員の採用広報

に資するキャラクターデザインの開発研究、土砂災害検知に向けた

共同研究等、広島市など行政機関等からの受託研究等を多数実施し

た。 

また、広島市からの依頼により、新型コロナウイルス感染症の感

染動向をグラフ等で視覚的に分かりやすく提供する「広島市新型コ

ロナウイルス感染症ポータルサイト」を構築した。 

ほかにも、「イノベーションジャパン2020オンライン（国立研究開

発法人科学技術振興機構主催）」への出展や、「ヘルスケア・医療

福祉事業化交流会（（公財）中国地域創造研究センター主催）」で

の研究シーズ紹介等の参画に取り組んだ。 

○芸術学部及び芸術学研究科では、地域展開型の芸術プロジェク

a 〔評価理由〕 

 社会との連携の推進について

優れた取組を実施したと認めら

れることから、「Ａ」と評価した。 

〔コメント〕 

○大型ごみ受入れ予約システム

の構築、COVID-19ポータルサ

イトの構築、横川駅の南北自

由通路の装飾デザインなど、

受託研究、社会連携などにも

積極的に取り組んだ。 

○地域展開型の芸術プロジェク

トを実施し、地域の文化振興・

継承に寄与した。 

○社会との連携を着実に進めて

いる。 

Ａ 



中期目標 中期計画 
令和２年度 

年度計画 

公立大学法人広島市立大学による自己評価 評価委員会による評価 

評価理由等 記号 評価理由・コメント等 記号 

じた地域展開型の芸術プ

ロジェクトを推進し、芸術

の社会的有効性を発信す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ああエあ学生及び教職員の社会

貢献活動及び地域との連

携事業を支援する。 

  

 

ジェクトの実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○学生・教員が実施する

広島市や地域等との協

働事業等の支援 

 

ト、またCOC＋アートプロジェクトの後継事業として、地域に根ざ

したアートプロジェクト等の教育研究支援事業を行っている。地

域社会や行政機関からの要請に応える形で、以下の芸術プロジェ

クトを実施した。 

あ【主なプロジェクト】 

ああ・「アートプロジェクト等の教育研究支援事業」として、宮島

轆轤
ろ く ろ

の後継者育成による伝統技術の継承を目的とする「宮島

轆轤
ろ く ろ

プロジェクト」（廿日市市） 

ああ・宮島厳島神社に奉納されている「国宝平家納経」の調査を基

に地域の文化財継承を目的とした「日本画プロジェクト」（廿

日市市） 

ああ・地域と協働で取り組む地域活性を目的とした「横川プロジェ

クト」（広島市西区） 

ああ・旧広島陸軍被服支廠を対象にデザインによる地域課題の解決

を目指す「広島デザインプロジェクト」（広島市南区） 

ああ・地域産業であった大竹手すき和紙の継承と応用を目的とした

「大竹和紙プロジェクト」（大竹市） 

ああ・基町を中心に広島市内をリサーチして地域の文化創造と交流

を進める「MOTOMACHI AIR」（広島市中区） 

ああ・瀬戸内地域における海運文化の拠点である御手洗地区を中心

とした島嶼部
とうしょぶ

の魅力発信を目的とした「とびしまプロジェク

ト」（呉市） 

ああ・江田島で栽培されるオリーブについて調査し、その可能性を

展開する「江田島オリーブプロジェクト」(江田島市)  

ああ・東アジア文化都市2020北九州の一環として北九州市門司港で

の展覧会「門司アートワーフ」 

ああ・はつかいち美術ギャラリーと広島市立大学芸術学部が共同で

開催した広島市立大学芸術学部若手作家彫刻展「Tasty 

Sculpture」 

ああ・クリエイティブの力をTシャツに込めて広島の街を元気にす 

る「LOCAL CREATORS T-SHIRT PROJECT」 

○学生及び教員の実施する事業を支援するため、社会連携プロジェ

クト及び市大生チャレンジ事業を実施した。 

あ【取組実績】 

ああ◎社会連携プロジェクト（教員の社会貢献活動に対して1件当 

たり100万円を限度に事業費を支援する制度） 



中期目標 中期計画 
令和２年度 

年度計画 

公立大学法人広島市立大学による自己評価 評価委員会による評価 

評価理由等 記号 評価理由・コメント等 記号 

 

 

 

 

 

 

 

あああ件数：6件 

あああ・SETOUCHIの島の創造的イノベーション 

あああ・地域課題演習等の現地での学習・受入れ環境調査 

あああ・和紙と漆のアートプロジェクト 

あああ・地域貢献のための教育プログラム「ひろしま医工学スクー

ああああル」 

あああ・三都半島アートプロジェクト2020 

あああ・はつかいち美術ギャラリーとの協働による芸術学部彫刻専

ああああ攻の研究成果発表展の開催 

ああ◎市大生チャレンジ事業（学生の社会貢献活動に対して1件当 

たり15万円を限度に事業費を支援する制度） 

あああ件数：4件 

あああ・学生による地域特化型『テイクアウト情報共有サイト』プ

ロジェクト 

あああ・三原市の地域再生と継続のための写真展と地域文化史制作 

あああ・訪日外国人と日本人とのコミュニケーションを生み出す風

ああああ呂敷作り 

あああ・生きづらさを可視化する－ジェンダー・セクシュアリティ

ああああの視点から－ 

ああ◎地域等からの依頼に基づき、連携事業等への支援を行った。 

あああ・「広島市立大学筆の里工房25th記念連携展」 

あああ・9月28日広島市主催の「市政車座談義」に芸術学部学生が  

ああああ参加し、平和文化の振興について市長と意見を交わした。 

あああ・広島市（国際交流課）の要請を受け、中国・重慶市の「中

ああああ国国際スマート産業博覧会2020」へデジタル産業やスマー

ああああト技術の発展に資する研究概要のポスターをオンライン

ああああ出展した。 

あああ・横川エリアマネジメント連絡協議会（本学協定締結先の 

ああああNPO法人広島スポーツ・カルチャー倶楽部も参加）によるA

ああああ市補助金事業の実施に協力した。JR横川駅南北自由通路壁

ああああ面の金箔を使用した装飾のデザイン、商店街ビル内のアー

ああああティストインレジデンス内装に伴う助言などを行い、いず

ああああれも3月中に整備された。 

あああ・安佐南区民交流駅伝大会実行委員会による「安佐南区民交

ああああ流駅伝大会」におけるタイム計測への協力を行った。 

あああ・海田町からの依頼を受け、社会連携センター職員が海田町



中期目標 中期計画 
令和２年度 

年度計画 

公立大学法人広島市立大学による自己評価 評価委員会による評価 

評価理由等 記号 評価理由・コメント等 記号 

ああああ総合計画策定に係る「海田町まちづくり推進委員会」に出

ああああ席し意見を述べた。 

あああ・大塚公民館主催事業「写真で伝える私たちの街の風景」  

ああああへの協力を行った。 

以上のように、「地域、行政機関、企業など社会との連携の推進」

について、優れた取組を実施したことから、「ａ」と評価した。 

        

５あ国際交流に関する目

標 

ああグローバルな知見を

得るとともに、大学の

国際化を推進するた

め、学生及び教員の国

際交流を積極的に推進

するとともに、留学生

への支援の充実を図

る。 

５ 国際交流（大項目）  大項目評価 

○学術交流及び学生交流による国際交流の推進 

あ・海外学術交流協定大学等の開拓については、新たにシラパコーン

大学（タイ）と協定を締結するとともに、慶北国立大学校（韓国）

とは対象を全学に拡充し、交流の範囲が更に拡がった。 

あ・学術交流及び学生交流については、コロナ禍により、計画してい

た交流事業の多くが停止状態となったが、エミリー・カー美術デ

ザイン大学（カナダ）との派遣及び受入事業のほか、ハノーバー

専科大学（ドイツ）等複数の大学のオンラインプログラムへの参

加等、可能な範囲で交流事業を継続した。 

あ・留学を促進するための取組として予定していた、短期受入留学生

との交流プログラムが、コロナ禍で実施困難な状況となったため、

新たにオンライン国際交流・異文化理解プログラムを企画、実施

した。その結果、4大学・19回の交流に、延べ66人の学生が参加し、

新しい留学促進の取組としての効果が十分期待できることが見込

めたことから、次年度以降も継続・拡充するよう準備を進めた。 

○日本人学生及び留学生への支援の充実 

あ・留学に係る支援策として計画していた諸事業は、コロナ禍により

実施できなかったが、留学を希望している日本人学生や外国人学

生に対して、必要な準備について個別にサポートを行うなどの支

援を十分に行った。 

あ・eラーニングを利用した課外での日本語学習機会の提供に関して

は、令和元年度に引き続き日本語能力試験（JLPT）対策のプログ

ラムを実施した。対象レベルをN1、N2からN5までの全レベルに拡

張し、実施回数も倍に増やした。 

あ・国際学生寮「さくら」では、日帰り型の英語教育プログラム「さく

らでミニ留学」を新たに計画し、全学生を対象に参加者を募り、

実施した。 

 以上のように、優れた取組を実施したこと、またコロナ禍のもと新

a 〔評価理由〕 

 国際交流全般に関する取組を

計画どおり着実に実施したと認

められることから、「Ｂ」と評価

した。 

Ｂ 



中期目標 中期計画 
令和２年度 

年度計画 

公立大学法人広島市立大学による自己評価 評価委員会による評価 

評価理由等 記号 評価理由・コメント等 記号 

たなプログラムを企画、実施したことから、「ａ」と評価した。 

       

 あ⑴ 国際交流の推進（小項目） 

あああ言語、地域、学術分野等を

踏まえた海外学術交流協定

大学の戦略的な開拓、短期留

学プログラムの新規実施等

により、学術交流及び学生交

流を推進する。平成33年度ま

でに、派遣・受入留学プログ

ラム参加学生数を年間192人

（平成26年度96人）にする。 

 

○海外学術交流協定大学

等との学術交流・学生

交流等の推進・充実 

 小項目評価 

○海外学術交流協定大学等の開拓については、新たにシラパコーン

大学（タイ）と協定を9月に締結し、慶北国立大学校（韓国）とは

対象を全学に拡充した（12月）ことにより、学術交流・学生交流

による国際交流の範囲が更に拡がった。また、学術交流協定等の

期間が満了するマレーシア科学大学、ハワイ大学マノア校（アメ

リカ）及びアラヌス大学（ドイツ）について、交流実績等の成果

を検証し、いずれも協定の更新を行うこととした。 

留学プログラム等については、次のとおり取り組んだ。 

あ【取組実績】 

ああ<海外学術交流協定大学等との学術交流> 

あああ・コロナ禍により、協定校との学術交流事業は停止となった。

ああ<学生交流等> 

ああ◎海外学術交流協定大学への派遣及び受入事業 

あああ・派遣学生数：2人 

ああああ長期派遣：エミリー・カー美術デザイン大学（カナダ） 

あああ・受入学生数：2人 

ああああ長期受入れ：エミリー・カー美術デザイン大学（カナダ） 

ああ◎海外学術交流協定大学等が開設するオンラインプログラム 

への学生参加 

あああ・国連平和大学（コスタリカ）オンライン平和学基礎コース

ああああ（9月～11月（週1回全9回）、3人参加） 

あああ・ハノーバー専科大学（ドイツ）Inter Cultural Management  

オンラインプログラム（11月（11/1～6、6日間）、2人参 

加） 

あああ・ハサヌディン大学（インドネシア）オンラインプログラム

ああああ（11月（11/9～16、8日間）、3人参加） 

ああ<交流プログラムの実施> 

あああ◎短期受入れした学生との交流プログラムは、コロナ禍によ 

り年度内実施が難しい状況となったため、新たにオンライン

国際交流・異文化理解プログラムを企画し、全学的に参加希

望者を公募して実施した。 

・セントメアリーズカレッジ（アメリカ） 10月～11月（3 

回）、20人参加 

ａ 〔評価理由〕 

 国際交流の推進のための取組

を計画どおり着実に実施したと

認められることから、「Ｂ」と評

価した。 

〔コメント〕 

○海外との対面の学術交流が停

滞したことはやむを得ない

が、オンラインを活用した交

流などは新規展開の可能性が

あるのではないか。 

○海外学術交流協定により、留

学プログラムの充実を図って

いる。 

○留学プログラム、交流プログ

ラムがオンラインプログラム

になったことは残念だった。 

Ｂ 



中期目標 中期計画 
令和２年度 

年度計画 

公立大学法人広島市立大学による自己評価 評価委員会による評価 

評価理由等 記号 評価理由・コメント等 記号 

・慶北国立大学校（韓国） 10月～1月（8回）、19人参加 

・シラパコーン大学（タイ） 12月～1月（5回）、12人参加 

・シンガポール国立大学 2月～4月（3回）、15人参加 

新しい留学促進の取組としての効果が十分期待できること 

が見込めたことから、令和3年度以降も継続・拡充するよう準

備を進めた。 

以上のように、「学術交流及び学生交流による国際交流の推進」

について、優れた取組を実施したことから、「ａ」と評価した。 

        

 あ⑵ 日本人学生及び留学生へ

の支援の充実（小項目） 

ああアあ国際学生寮の整備を推

進し、施設を活用した多様

な交流を促進する。 

 

 

 

 

 

 

 

ああイあ日本人学生の派遣及び

留学生の受入れに係る支

援の充実を図る。 

 

 

 

 

○国際学生寮を活用した

多様な交流事業の実

施、評価・改善 

 

 

 

 

 

 

 

○日本人学生の派遣及び

留学生の受入れに係る

支援策の実施 

 小項目評価 

国際学生寮「さくら」を活用した交流事業を、次のとおり実施し

た。事業は学生役職者が中心になって企画・運営を行っており、人

材育成の場ともなっている。 

あ【取組実績】 

ああ4月：オンラインでの新入寮生歓迎会（寮生） 

ああ6月：レクレーション大会（寮生） 

ああ7月：球技大会（寮生） 

ああ8月：送別会（寮生） 

ああ10月：ハロウィンパーティー（寮生） 

ああ2月：送別会（寮生） 

ああ3月：他大学の国際学生寮生との交流会（オンライン） 

○日本人学生の派遣に係る支援策として計画していた、①留学プロ

グラムの参加者支援としての助成金支給や②派遣留学に行く本

学学生を対象とした危機管理セミナー、また、留学生の受入れに

係る支援策として計画していた③特別聴講学生を対象とした日

本の生活・文化の体験支援策としてのホームステイプログラム及

び④留学生が日本の中学・高校を訪問し、生徒と交流する学校訪

問事業への参加は、いずれもコロナ禍により、実施しなかった。

一方で、留学を希望する日本人学生や外国人学生には、実現の可

能性を視野に入れ、必要な準備について個別にサポートを行うな

どの支援を十分に行った。海外学術交流協定大学へ交換留学する

学生が留学前に行う外国語学習に対し、上限2万円まで補助する

制度では、1人を助成した。 

あeラーニングを利用した課外での日本語学習機会の提供に関して

は、令和元年度に引き続き日本語能力試験（JLPT）対策のプログ

ラムを実施した。対象レベルをN1、N2からN5までの全レベルに拡

b 〔評価理由〕 

 日本人学生及び留学生への支

援の充実のための取組を計画ど

おり着実に実施したと認められ

ることから、「Ｂ」と評価した。 

〔コメント〕 

○コロナ禍のため国際学生寮

「さくら」を拠点とする交流

事業は停滞したが、やむを得

ない。 

○コロナ禍の中で、一定の学生

の支援を行っている。 

 

Ｂ 



中期目標 中期計画 
令和２年度 

年度計画 

公立大学法人広島市立大学による自己評価 評価委員会による評価 

評価理由等 記号 評価理由・コメント等 記号 

張し、実施回数も倍に増やした。6月27日～7月26日、8月22日～9

月21日、11月7日～12月6日、2月20日～3月21日の計4回実施し、延

べ23人（重複なし12人）が受講した。JLPTの７月試験が中止とな

ったが、受講者のうち6人が12月試験を受験し、N1に3人、N2に1人

が合格した。また、夏季と春季の休暇中、「アプリを利用した英

語の発音・発話トレーニングのプログラム」（67人受講）、「ア

プリを利用した英語学習」（53人受講）、「IELTS入門」（3人受

講）の3つを実施し、学生の課外オンライン学習機会の更なる増加

に取り組んだ。 

あ国際学生寮「さくら」では、留学生に住居を提供することに加え、

ユニットを単位とした日本人学生との共同生活を通じて、日常的

な留学生支援を行っている。支援を実効的なものにするため、各

ユニットに学生役職者を配置し、留学生と日本人学生の人数バラ

ンス、留学生の出身国、入居者の所属学部等に留意して部屋割を

決定した。学生役職者を中心とする自律的な生活づくりを進めて

いるが、毎月開催する「レジデント会議」には教職員も参加し、

指導助言を行った。国際学生寮での生活は、留学生支援になるだ

けでなく、日本人寮生の留学への関心・意欲を高めている。7月に

外国語を学ぶ短期宿泊型の教育プログラム「さくらでミニ留学」

を計画していたが、コロナ禍により、実施に至らなかった。代替

事業として日帰り型の英語教育プログラム「さくらでミニ留学」

を計画し、全学生を対象に参加者を募り、12月に実施した（2日間

実施、参加者計20人）。 

 以上のように、「日本人学生及び留学生への支援の充実」につい

て、計画に掲げる取組を着実に実行したことから、「ｂ」と評価し

た。 

        

第３ 業務運営の改善

及び効率化等に関す

る目標 

第３ 業務運営の改善及び効率

化等に関する目標を達成する

ためとるべき措置 

      

１ 業務運営の改善及び

効率化に関する目標 

１ 業務運営の改善及び効率化

（大項目） 

 大項目評価 

○機動的かつ効率的な運営体制の構築 

あ・外部資金による特任教員の採用について、国等の採択後の迅速な

事業着手を可能とするため、採用に係る手続の期間を短縮するよ

う制度を改善した。 

あ・IRに関しては、新入生・在学生・卒業予定者を対象とした学生調

b 〔評価理由〕 

 業務運営の改善及び効率化全

般に関する取組を計画どおり着

実に実施したと認められること

から、「Ｂ」と評価した。 

Ｂ 



中期目標 中期計画 
令和２年度 

年度計画 

公立大学法人広島市立大学による自己評価 評価委員会による評価 

評価理由等 記号 評価理由・コメント等 記号 

査や、成績評価分布に係る分析を行った。学生調査は、学内情報

システムを利用して配付・回答を行うことで、データ集計の効率

化を図った。分析結果は各学部や教務委員会等にも提供した。 

あ・「教育」「業務・サービス」「大学経営」の3つの分野のデジタル

化を総合的に推進するため、大学のデジタル化の基本方針を策定

し、デジタル化推進本部を設置する等、全学的な取組を開始した。

教育のデジタル化推進の一環として、令和3年度入学生のパソコン

必携化の導入準備、学内通信環境の整備等を行った。 

あ・学部・研究科の執行体制を強化するため、副学部長等の2人体制を

導入した。 

あ・新型コロナウイルス感染症拡大防止について、全学的かつ機動的

に対応するため、対策本部を設置した。緊急事態宣言に係る対応

方針や授業実施方針の策定、大学独自の応急奨学金の給付や授業

料減免制度の見直し、オンライン授業実施に係るパソコンやWi-Fi

機器の貸出し等、様々な対応策を、迅速に決定し、実施した。 

○社会に開かれた大学づくりの推進 

あ・コロナ禍によりイベントの中止等の影響も生じたが、社会連携セ

ンターの運営、産学連携研究発表会のオンライン開催、ウェブサ

イト「地域に貢献する広島市立大学」の開設等を通じて、地域  

ニーズの把握や地域・行政機関等との連携に努めた。 

あ・地域の基幹産業であるモノづくり産業における新たな価値を提供

できる人材の育成を目的とした「マツダ・広島市立大学芸術学部

共創ゼミ」を引き続き開講したほか、医療法人や金融機関等と連

携した作品展の開催等、多様な連携事業を積極的に実施した。 

○自己点検及び評価による大学運営の改善並びに評価に関する情報の

公開 

あ・自己点検・評価の実施と、個々の教員における質保証を図るため、

全教員が「教員活動における年度計画・自己点検結果シート」を

作成した。また、PDCAサイクルを機能させるため、各学部・研究

科等の主要な取組を対象とした「自己点検・評価シート」を作成

した。 

あ・第2期認証評価での努力課題に対し、対応状況を「改善報告書」に

まとめ、評価機関へ提出した。評価機関から、各学部・研究科に

おいて改善活動に取り組めている旨の結果を得た。 

あ・教員の教育・研究実績等を広く公開するため、「ファカルティ・レ

ポート」のとりまとめ・公開を行った。 



中期目標 中期計画 
令和２年度 

年度計画 

公立大学法人広島市立大学による自己評価 評価委員会による評価 

評価理由等 記号 評価理由・コメント等 記号 

○施設・設備の効率的な維持管理、教職員の服務規律の確保等その他

業務運営の改善 

あ・施設保全（長寿命化）実行計画を策定し、これに基づき施設の大

規模修繕サイクルの見直しを行った。また、令和2年度から施設の

保全と日常管理に係る10の委託業務を集約化した施設総合管理業

務に移行し、施設管理業務の効率化と施設保全管理体制の強化を

図った。 

あ・教職員の安全衛生管理等を図るため、健康診断・職場巡視・スト

レスチェック等を実施した。防火防災訓練については、消防署に

動画制作を依頼し、全学にオンデマンド配信する形で実施した。 

あ・研究不正防止・研究倫理教育については、公的研究費等の適正な

使用と責任ある研究活動について記載したハンドブックの作成、

各学部等でのコンプライアンス研修の実施、「研究倫理eラーニン

グコース」の受講等の取組を行った。 

あ・令和元年度のハラスメント事案や令和2年度に発覚した同一人物 

によるハラスメント事案を踏まえ、「ハラスメント根絶宣言」の

発出、「ハラスメント防止及び対応ガイドライン」の策定、常設

のハラスメント防止委員会の設置、ハラスメント相談体制の充実、

ハラスメント研修の徹底等、ハラスメント防止対策の強化を図っ

た。 

 以上のように、取組を着実に実施したことから、「ｂ」と評価した。 

        

あ⑴あ機動的かつ効率的

な運営体制の構築 

あああ質の高い教育研究

が継続的に推進され

るよう、中長期的か

つ経営的視点から、

幅広い人事体制の確

保並びにコスト意識

を持った業務改善及

び効率化により、機

動的かつ効率的な大

学運営を行う。 

 

 

あ⑴ 機動的かつ効率的な運営

体制の構築（小項目） 

ああアあ本学の特色を生かした

教育研究を推進するため、

全学的かつ中長期的視点

から教員を戦略的かつ機

動的に任用・配置する。 

 

 

 

 

 

ああイあ事務の継続性及び職員

の事務処理能力の専門性

 

 

 

○全学人事委員会におけ

る教員の戦略的かつ機

動的な任用・配置 

 

 

 

 

 

 

 

○職員採用試験、職員育

成・評価の実施、評価・

 

 

小項目評価 

○学長のリーダーシップの下、全学的な観点から人事委員会での審

議を重ね、採用方針が決定している常勤教員16ポストについて全

ての任用を決定した。また、全国競馬・畜産振興会「日本中央競

馬会畜産振興事業」の「豚呼吸器病早期発見のためのAI耳標セン

サ研究開発」の助成金を原資として、令和2年8月1日から特任教授

１人を採用した。更に、文部科学省「超秩序構造が創造する物性

科学」の補助金を原資として令和3年4月1日から特任助教1人を採

用することとした。 

外部資金による特任教員の採用について、国等の採択後、迅速な

事業着手を可能とするため、採用に係る手続の期間を短縮するよ

う制度を改善した。 

○法人事務職員（プロパー職員）の任用について、公募試験及び無

期雇用職員登用試験を実施し、令和3年4月1日から法人事務職員

a 〔評価理由〕 

 機動的かつ効率的な運営体制

の構築について優れた取組を実

施したと認められることから、

「Ａ」と評価した。 

〔コメント〕 

○「教育」「業務・サービス」「大

学経営」の3分野のデジタル化

を推進する体制を整備して、

運営体制の機動力を高めた。 

○デジタル化による業務運営の

効率化、IRによる教育・研究の

可視化を更に進めてほしい。 

 

 

Ａ 



中期目標 中期計画 
令和２年度 

年度計画 

公立大学法人広島市立大学による自己評価 評価委員会による評価 

評価理由等 記号 評価理由・コメント等 記号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

を高め、効率的かつ安定的

な運営体制を構築するた

め、中長期的視点から職員

を任用・配置する。 

ああウあ研修の充実等により、職

員の能力向上を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ああエあ教育、学生支援、大学運

営等の質の向上を図るた

め 、 IR （ Institutional 

改善 

 

 

 

○公立大学職員セミナー

への参加、新規配属職

員研修・業務研修等の

実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○IRの実施・活用（情報

収集・分析・改善） 

 

を新たに2人採用することを決定した。また、令和2年度採用職員

2人を一般社団法人公立大学協会の公立大学職員セミナーや、広

島市研修センター実施の研修に参加させるとともに、人事評価要

綱に基づき人事評価（能力評価・業績評価）を実施した。 

○FD・SD研修会等を実施し、職員の能力向上に取り組んだ。また、

一般社団法人公立大学協会が主催する研修へ計7人がオンライン

参加した。 

あ【FD・SD研修会実績】 

ああ・新任教職員FD・SD研修（4月、19人） 

ああ・オンライン授業支援ガイダンス（4月、117人） 

ああ・高等教育の質保証で求められる取組の紹介及び本学の質保 

あああ証に関する取組の現状について（6月、計25人） 

ああ・カリキュラムアセスメントの導入と方法及び本学の3ポリ 

あああシーの状況について（講義）（7月、37人） 

ああ・ディプロマ・ポリシーの点検について（ワークショップ）  

（7月、29人） 

ああ・ハラスメント防止eラーニング研修（8・9月、311人） 

ああ・カリキュラム・ポリシーの点検及びカリキュラムツリーの策

定について（ワークショップ）（9月、33人） 

ああ・令和2年度科研費・外部資金獲得セミナー（9月、82人） 

ああ・シラバスの点検及びカリキュラムマップの策定について（10 

あああ月、34人） 

ああ・ルーブリック評価セミナー（10月、40人） 

ああ・カリキュラムアセスメントチェックリストの策定及びアセス

あああメントツール(ルーブリック等)の策定について（11月、32人） 

ああ・防火・防災訓練（11月～1月、65人） 

ああ・情報セキュリティ研修2020-日常に潜むサイバー犯罪-（12 

月、45人） 

ああ・本学における「発明」、「著作物」の取扱い（2月、51人） 

ああ・心と身体の相談センターの活動及び配慮を要する学生の支援 

あああについて（3月、22人） 

ああ・COC＋事業の報告-これからの地域志向教育に向けて-（3月、

あああ74人） 

○内部質保証委員会や内部質保証プロジェクトチームのもと、IRを

実施した。新入生・在学生・卒業予定者を対象とした学生調査を

実施した際には、学内情報システムを利用して回答するようにし



中期目標 中期計画 
令和２年度 

年度計画 

公立大学法人広島市立大学による自己評価 評価委員会による評価 

評価理由等 記号 評価理由・コメント等 記号 

 

 

 

 

 

あああまた、社会経済環

境の変化に即応する

経営を担保する観点

から、学外専門家の

一層の活用を図る。 

 

 

 

 

 

Research：学内の様々な情

報を収集・分析し、大学業

務の質の向上に活用する

ことをいう。）を導入する。 

 

ああオあ大学運営の効率化及び

質の向上を図るため、学内

外の多様な意見を活用し

つつ、運営組織の在り方及

び事務処理の内容・方法に

ついて定期的に点検し、必

要に応じて改善を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○運営組織の在り方や事

務処理の内容・方法の

点検・改善 

たことで、データ集計の負担軽減を図った。ほかに、留年・退学

の状況調査や、成績評価分布に係る分析を行った。分析結果は各

学部や教務委員会等にも提供した。オンライン授業に関するアン

ケートの実施にも携わり、学内情報システムを利用してアンケー

トに回答してもらうよう、学生へ向け依頼した。 

○大学のデジタル化の推進の開始や、学部執行体制の強化の取組に

関し、次のとおり実施した。 

あ【取組内容】 

ああ・大学デジタル化の推進 

あああ「教育」「業務・サービス」「大学経営」の3つの分野のデジ

タル化を総合的に推進するため、令和2年12月に「大学のデジ

タル化の基本方針」を策定し、令和3年1月にデジタル化推進

本部等の推進体制を整備した。デジタル化の取組の一環とし

て、令和3年度入学生から導入するパソコン必携化に係る通

信環境の整備等を行った。 

ああ・運営組織の在り方の点検・改善 

あああ設置団体（広島市）への組織・人員要求の機会をとらえ、運

営組織の在り方について点検した。また、部局に対するガバ

ナンス強化と責任ある部局執行体制の確立を目的として学

部・研究科の執行体制を強化するため、理事長が必要と認め

るときは、副学部長・副研究科長を2人とすることができるよ

う、所要の改正を行った。 

ああ・適正な事務執行についての研修 

あああ新入教員（7人）を対象に、立替払等契約事務についての研修

を実施し、適正な事務執行について周知した。 

ああ・事務マニュアルの点検・更新 

あああ第1期中期目標期間に作成した事務マニュアルについて、令

和元年度に引き続き、点検・更新を行った。 

○新型コロナウイルス感染症拡大に伴う大学の各種方針や対応策

等を全学的かつ機動的に協議・決定していくため、4月10日に、そ

れまで設置していた新型コロナウイルス感染症対策会議から、新

型コロナウイルス感染症対策本部に体制を移行した。対策本部に

おいて、緊急事態宣言に係る対応、授業実施方針、応急奨学金や

オンライン授業実施に係るパソコンやWi-Fiの貸出し等、様々な

対応策を迅速に決定し、実施した。 

以上のように、「機動的かつ効率的な運営体制の構築」について、



中期目標 中期計画 
令和２年度 

年度計画 

公立大学法人広島市立大学による自己評価 評価委員会による評価 

評価理由等 記号 評価理由・コメント等 記号 

優れた取組を実施したことから、「ａ」と評価した。  

 

 

   

 
 

 
 

あ⑵あ社会に開かれた大

学づくりの推進 

あああ教育研究成果の積

極的な広報及び大学

ブランドの向上に向

けた戦略的な情報発

信の強化により、社

会に開かれた大学づ

くりを推進するとと

もに、地域のニーズ

等を的確に把握し、

教育研究等への反映

を図る。 

 

 

 

 

あ⑵ 社会に開かれた大学づく

りの推進（小項目） 

ああアあ地域の企業・自治体等と

の積極的な連携・交流を通

じて地域のニーズを的確

に把握し、教育研究活動へ

の反映等に取り組み、社会

に開かれた大学づくりを

推進する。 

ああイあ教育研究等の実績の積

極的な公開等により、教員

活動の活性化と社会への

説明責任を果たす取組を

推進する。 

ああウあ魅力的で利用しやすい

ものとするため、ウェブサ

イトのリニューアルを行

うとともに、英語版ウェブ

サイトをはじめとするコ

ンテンツの充実に取り組

む。また、多様なメディア

の相互活用により、効果的

かつ魅力的な広報を展開

する。 

ああエあ本学のブランドイメー

ジの一層の浸透を図るた

め、コミュニケーションマ

ーク等を用いた大学オリ

ジナルグッズを開発し、活

用する。 

 

 

 

 

○各種連携・交流事業等

を通じた地域のニーズ

の把握と教育研究等へ

の反映 

 

 

 

【平成30年度終了】 

 

 

 

 

【平成30年度終了】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成30年度終了】 

 小項目評価 

地域のニーズを教育研究活動へ反映するため、次の取組を実施し

た。 

あ・研究成果の発表の場として、9月に産学連携研究発表会をオン 

ラインで実施した（当日視聴者数90人、オンデマンド視聴数122

回）。広島市役所にて開催予定であった地域貢献事業発表会は

中止したが、地域連携事業事例を紹介するウェブサイト「地域

に貢献する広島市立大学」を12月に開設した。 

あ・4年目となった令和2年度の「マツダ・広島市立大学芸術学部共

創ゼミ」は、令和3年度までの2年計画で作品制作を行うことと

なった。令和2年度は「ときめき」をテーマに、学科・専攻・分

野・学年を超え、16人が受講した。13人が作品制作を行い、10

人が11月に中間発表展を開催した。 

あ・地域の医療機関との連携による芸術による医療環境の充実を目

的とした、医療法人社団清風会との共同事業「清風会芸術奨励

賞作品展2020」を10月26日～30日に開催し、芸術学部芸術学研

究科から選抜された学生13人が作品を展示した。 

あ・若手作家の育成と芸術奨励の目的で広島信用金庫との連携事業

「広島信用金庫日本画奨励賞」を実施し、受賞作品の表彰式を

広島信用金庫で行った。 

あ・広島赤十字・原爆病院と連携し平成23年より継続してきた「広

島赤十字・原爆病院賞」は令和2年度をもって終了となり、授賞

式では本学から広島赤十字・原爆病院へ感謝状を贈呈した。 

ほかにも、広島市教育委員会の依頼を受けて基町高校の生徒を対

象とした「高大連携芸術専門講座」、ひと・まち広島未来づくりフ

ァンド H㎡ (ふむふむ)との連携による「山のラムネの物語 

Ver2.0」、広島県立美術館との連携による「和紙と漆のアートプロ

ジェクト」、福屋八丁堀本店での芸術学部日本画専攻の教員・学生・

卒業生による「第20回芸美会展」等、地域のニーズを反映した連携

事業を行い、学生が積極的に参加し、実績を挙げた。 

 以上のように、「社会に開かれた大学づくりの推進」について、

計画に掲げる取組を着実に実行したことから、「ｂ」と評価した 

b 〔評価理由〕 

 社会に開かれた大学づくりの

推進のための取組を計画どおり

着実に実施したと認められるこ

とから、「Ｂ」と評価した。 

〔コメント〕 

○地域のニーズに応じ、連携活

動を実施した。 

○コロナ禍の中においても、地

域連携活動を進めている。 

○「マツダ・広島市立大学芸術学

部共創ゼミ」など特色として

もアピールできるので、継続

をお願いしたい。 

Ｂ 

        

２ 財務内容の改善に関 ２ 財務内容の改善（大項目、小  大項目評価 a 〔評価理由〕 Ａ 



中期目標 中期計画 
令和２年度 

年度計画 

公立大学法人広島市立大学による自己評価 評価委員会による評価 

評価理由等 記号 評価理由・コメント等 記号 

する目標 項目） ○多様な収入源の確保及び経費の適正かつ効率的な執行による財務内

容の改善 

あ・保有資産の有効活用及び収入確保のため、法人が所有する職員住

宅の空家について、地方独立行政法人法の規定に基づき、広島市

の認可を受け、不動産業者と賃貸住宅の管理委託契約を締結した。 

あ・コロナ禍により経済的支援が必要な学生に対する本学独自の応急

奨学金の給付について、寄附の募集を行い、約900万円の財源を確

保し、学生356人に給付を行った。また、基金の原資を増やすため

の活動として同窓会のウェブサイトや会報を通じて、呼びかけを

行った。 

あ・令和3年度の予算編成については、教育水準の維持向上を図りな 

がら、経費節減に取り組み、前年度の削減の実績（約3,500万円）

を大きく上回る約1億1,800万円を削減して新規事業の実施等に係

る財源を確保した。 

以上のように、優れた取組を実施したことから、「ａ」と評価した。 

 財務内容の改善全般について

優れた取組を実施したと認めら

れることから、「Ａ」と評価した。 

       

あ⑴あ自己収入の増加 

あああ教育研究環境を

向上させるため、外

部資金の積極的な

獲得に取り組むな

ど、自己収入の増加

を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あ⑴あ外部資金の獲得、大学が保

有する施設・設備の利活用の

促進等により、多様な収入の

確保に努める。また、同窓会

等との連携の下、教育研究活

動の充実等を目的とした「広

島市立大学基金」（仮称）を

創設する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○多様な収入の確保、広

島市立大学基金を増や

すための活動等の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小項目評価 

多様な収入の確保、広島市立大学基金を増やすための活動に関

し、次の取組を実施した。 

あ【取組実績】 

ああ・保有資産の有効活用及び収入確保のため、法人が所有する職

員住宅の空家6戸について、地方独立行政法人法の規定に基

づき、広島市の認可を受け、不動産業者と賃貸住宅の管理委

託契約を締結した（2戸に対し借主が決定）。 

ああ・コロナ禍により経済的支援が必要な学生に対する本学独自の

応急奨学金の財源として寄附の募集を行い、学生356人に3万

円ずつの給付を行った。また、令和2年度事業計画に基づく広

報活動のうち大学説明会はコロナ禍により中止となったが、

基金の原資を増やすための活動として、同窓会のウェブサイ

トや会報を通じて呼びかけを行った。 

ああ［広報活動］ 

あああ退職予定教職員 

ああ［基金の状況（令和3年3月末現在）］ 

あああ基金残高        7,799,010円 

あああ期首残高           7,854,288円 

あああ寄附金         9,824,643円 

a 〔評価理由〕 

 財務内容の改善について優れ

た取組を実施したと認められる

ことから、「Ａ」と評価した。 

〔コメント〕 

○応急奨学金により経済的支援

が必要な学生への支援を行

い、学業の安定的継続に寄与

した。 

○経費削減及び削減された経費

の効率的な利用が計画的に進

められた。 

○広島市立大学基金の増額や外

部資金の獲得を図るととも

に、大幅な経費節減を行った。 

○外部資金は獲得できた方が良

いことは明らかだが、テーマ

によっては外部資金の獲得に

直結しない研究もあると思わ

れる。 

Ａ 



中期目標 中期計画 
令和２年度 

年度計画 

公立大学法人広島市立大学による自己評価 評価委員会による評価 

評価理由等 記号 評価理由・コメント等 記号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あ⑵あ運営経費の見直

ああし 

あああ質の高い教育研

究が継続的に推進

されるよう、経営的

視点から、人員配置

を含め、大学運営に

関するあらゆる経

費の見直し及び効

率的な執行を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あ⑵あ大学の持続的な発展のた

め、大学運営の恒常的な見直

し・改善を通じ、教職員一人

一人のコスト意識を高め、経

費の適正かつ効率的な執行

に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○各部局、委員会、事務

局における経費の適正

かつ効率的な執行、事

務事業の点検・見直し 

あああ利息            79円 

あああ応急奨学金        △9,880,000円 

あああ寄附件数113件（個人）、2件（団体） 

ああ・外部資金を獲得するため、産学連携研究発表会（オンライン）

を実施した。また、本学研究者の紹介サイトを開設し教員の

研究成果のPRを行った。そのほか、公開講座等受講料による

収入を得た。 

あああ受託研究、共同研究、補助金及び奨学寄附金 

あああ62件 107,555千円 

あああ公開講座等受講料  

あああ1,304,400円 

○令和2年度予算案の内示に際し、事務事業を効率的に執行し、経費

節減を図って各事業を実施するよう学内に通知した。また、新入

教員（7人）を対象に、適正な事務執行に係る研修を実施した。 

あ令和3年度予算要求に当たっては、事務・事業の経費節減に向けた

取組等により新規事業等の実施に必要な財源確保に取り組むと

ともに、限られた財源の有効活用を図る観点から、緊急性、重要

性、費用対効果等を十分検討した上で予算要求を行うよう学内に

通知した。 

あ教員研究費については、引き続き3年間を一つの単位として年度

を越えた研究費の活用を可能とし、計画的かつ効率的に執行でき

るようにした。 

あ予算編成に当たっては、経常経費の3％削減、研究用機器のリース

料の原契約の10％相当額削減などの徹底した経費節減に取り組

み、令和元年度の実績（約3,500万円）を大きく上回る約1億1,800

万円を削減し、中期計画の実現に向けた新規事業の実施などに係

る財源を確保した。 

あ更に、経常的な業務全般について事務マニュアルを作成し、定期

的に点検を行い、事務処理の内容及び方法について改善を図るこ

とにより、的確かつ効率的な業務運営を図った。 

以上のように、「多様な収入源の確保及び経費の適正かつ効率的

な執行による財務内容の改善」について、優れた取組を実施したこ

とから、「ａ」と評価した。 

         

３あ自己点検及び評価に

関する目標 

 

３ 自己点検及び評価（小項目） 

ああ自己点検及び評価の結果を

 

 

○自己点検・評価の実施

 

 

小項目評価 

自己点検・評価の実施や、第2期中期計画の業務評価、第3期中期

a 〔評価理由〕 

 自己点検及び評価について優

 
Ａ 



中期目標 中期計画 
令和２年度 

年度計画 

公立大学法人広島市立大学による自己評価 評価委員会による評価 

評価理由等 記号 評価理由・コメント等 記号 

ああ自己点検、自己評価

及び第三者機関による

評価を定期的に実施す

ることにより、大学運

営の改善に努める。ま

た、評価に関する情報

を積極的に公開する。 

 

 

 

 

 

 

大学運営の改善につなげると

ともに、評価結果をウェブサイ

ト等で積極的に公開する。ま

た、内部質保証（高等教育機関

が、自らの責任で自学の諸活動

について点検・評価を行い、そ

の結果を基に改革・改善に努

め、それによって、その質を自

ら保証することをいう。）の強

化に取り組む。 

 

 

及び次年度計画への反

映、第2期中期目標・中

期計画に係る業務の評

価、第3期中期計画の策

定に向けた検討 

計画の策定に向けた検討のため、次のとおり取り組んだ。 

あ【取組実績】 

ああ・自己点検・評価の実施と、個々の教員における質保証を図る

ため、全教員が「教員活動における年度計画・自己点検結果

シート」を作成した。執行部や正副部局長は全教員分を閲覧

できるよう、また各教員は所属部局の教員分を閲覧すること

ができるように展開した。なお、シートの作成にあたっては、

令和元年度に実施した全学的なシステムリプレイスと連動

させて教員システムの入力内容をそのまま利活用できるよ

うにし、作業の効率化を図った。 

ああ・PDCAサイクルを機能させ、更に今後受審する認証評価に備え

るため、各学部・研究科等の主要な取組を対象とした「自己

点検・評価シート」を作成した。 

ああ・第2期認証評価での努力課題に対し、対応状況を「改善報告書」

にまとめ、評価機関へ提出した。評価機関から、各学部・研

究科において改善活動に取り組めている旨の結果を得た。 

ああ・教員の教育・研究実績等を広く公開するため、「ファカル  

ティ・レポート」のとりまとめ・公開を行った。令和2年度は、

令和元年度に実施した全学的なシステムリプレイスと合わ

せ、教員総覧への入力内容をそのまま「ファカルティ・レポ

ート」の一部に反映させる試験的方法を採用し、事務の効率

化と情報公開の促進を併せて図った。11月には、より効果的

な情報公開を実現するため、「ファカルティ・レポート」の

入力内容をすべて教員総覧で入力できるようにしたうえで、

紙媒体の「ファカルティ・レポート」を廃止し、大学ウェブ

サイトや教員総覧などウェブ上での情報公開の更なる充実

化を図った。 

ああ・令和元年度業務実績報告書と第2期中期目標期間の業務実績

見込報告書を作成した。また、理事長主動のもと、第3期中期

計画の策定に向け、素案の作成を開始した。 

以上のように、「自己点検及び評価による大学運営の改善並びに

評価に関する情報の公開」について、優れた取組を実施したことか

ら、「ａ」と評価した。 

れた取組を実施したと認められ

ることから、「Ａ」と評価した。 

〔コメント〕 

○教員の自己点検を徹底すると

ともに、ファカルティ・レポー

ト、教員総覧などウェブ上で

の情報公開を実現した。 

○教員活動の年度計画・自己点

検結果シートの作成とともに

新しい運用システムの導入を

行い、自己点検の効率化と可

視化を進めている。 

○第3期中期計画の策定に向け

た検討に尽力している。 

 
  

 
  

 
   

 
 

４あその他業務運営に関

する重要目標 

４ その他業務運営（小項目） 

あ⑴あ施設・設備の効率的な維持

 

○「広島市立大学保全

 小項目評価 

次のとおり、施設・設備の維持保全に取り組んだ。 

c 〔評価理由〕 

 その他業務運営のための取組

 
Ｃ 



中期目標 中期計画 
令和２年度 

年度計画 

公立大学法人広島市立大学による自己評価 評価委員会による評価 

評価理由等 記号 評価理由・コメント等 記号 

あ⑴あ施設及び設備の適

切な維持管理等 

あああ快適なキャンパス

環境を確保するた

め、既存の施設及び

設備の適切な維持管

理及び計画的な改修

を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あ⑵あ安全で良好な教育

研究環境の確保 

あああ学生及び教職員の

安全衛生管理、人権

及び法令遵守に関す

る意識の向上を図る

とともに、災害等不

測の事態に適切に対

応できる体制の充実

に取り組むことによ

り、安全で良好な教

管理と長寿命化を図るため、

「広島市立大学保全計画」

（仮称）を策定し、計画的な

維持保全に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あ⑵あ職場巡視、研修の定期的な

実施等により、教職員の健康

の保持増進及び安全衛生管

理の向上を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

（長寿命化）計画」に

基づく維持保全の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○衛生管理者の養成、安

全衛生管理研修・職場

巡視等の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

あ【取組実績】 

ああ・建築物劣化診断を予定どおり実施し、コンクリート性能試験

が完了した。この結果を施設保全(長寿命化)実行計画に反映

させた。 

ああ・附属図書館・語学センター棟EHP空調機の大規模更新に係る 

契約を計画どおりに締結し、機器更新を完了させた。 

ああ・講義棟、附属図書館棟について大便器の洋式化を完了した。

コロナ禍により、部品等の調達が困難な状況を踏まえ、施工

可能な場所から小規模な単位で順次洋式化を行った。 

ああ・大学入試共通試験に向けた試験室の換気対策として、講義 

棟・国際学部棟の講義室の換気装置の故障確認を行い、全熱

交換器の機能回復のため、機器更新を行った。 

ああ・不具合の確認されている高圧受電設備の維持保全を含む、基

幹設備の機能回復修繕を多数実施した。 

ああ・大学施設内の要改善箇所（雨漏り箇所）について、一般修繕

を多数実施した。 

ああ・施設保全（長寿命化）実行計画を策定し、これに基づき施設

の大規模修繕サイクルの見直しを行った。次期中期計画策定

に向けた施設保全の具体的項目及び概算額の推計が完了し、

広島市の関係部署と計画を共有した。また、施設大規模修繕

サイクルの見直しを行い、次期中期計画期間中の修繕サイク

ルについても完成した。 

ああ・令和2年度から施設の保全と日常管理に係る10の委託業務を

集約化した施設総合管理業務に移行し、施設管理業務の効率

化と施設保全管理体制の強化を図った。 

○次のとおり、衛生管理者の養成、安全衛生管理研修・職場巡視等

の実施に取り組んだ。 

あ【取組実績】 

ああ・衛生管理者の養成 

あああ教職員の衛生管理者免許の受験費用（試験手数料・旅費・テ

キスト代金）の予算を確保し受験を勧奨した（令和3年3月現

在の衛生管理者免許取得者数：6人）。安全衛生管理研修につ

いては実施計画中である。 

ああ・職場巡視の実施 

あああコロナ禍により9月が令和2年度最初の職場巡視となったが、

良好な職場環境の維持・向上に努めた。その後は3密回避に配

を計画どおり着実に実施した

が、一方で新たなハラスメント

事案が発生したことから、「Ｃ」

と評価した。 

〔コメント〕 

○施設・設備の維持保全、安全衛

生管理等に着実に取り組んで

いる。ハラスメントの再発防

止に取り組むことが必要であ

る。 

○ハラスメント事案を契機に、

ハラスメント根絶宣言を発出

するのみならず、ハラスメン

ト防止委員会の常設化などを

行ったが、一方で新たなハラ

スメント事案が発生したこと

は残念である。対応法にも改

善があるように感じる。 



中期目標 中期計画 
令和２年度 

年度計画 

公立大学法人広島市立大学による自己評価 評価委員会による評価 

評価理由等 記号 評価理由・コメント等 記号 

育研究環境を確保す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あ⑶あ法令遵守及び各種ハラス

メント等の防止に関する研

修等の実施により、教職員の

服務規律の確保を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ハラスメント防止研修

の実施、服務規律に関

する学内説明会及び研

究不正防止・研究倫理

に関する研修会等の実

慮した職場巡視の実施を事務局で試みた。 

ああ・健康診断の実施 

あああ法令に基づき、教職員定期健康診断及び特殊健康診断を8月3

日に実施した（受診率96.8％）。 

ああ・衛生委員会の開催 

あああ令和元年度と同様に、原則1か月に1回衛生委員会を開催し

た。新型コロナウイルス感染症対策として第1～3回衛生委員

会をオンライン会議、第8・9回衛生委員会をメール審議で開

催した。なお、メンタルヘルス研修は感染拡大防止の観点か

ら様々な対応を模索したものの講師の確保に至らず未開催

となった。 

ああ・ストレスチェックの実施 

あああ教職員が自身の心の状態に気付けるようにストレスチェッ

クを実施した。高ストレス状態にあると判定された教職員に

ついては、結果表を渡す際に産業医による個人面接の案内を

行い、3人が面談を実施した。 

ああ・新型コロナウイルス感染症対策の実施 

あああ広島県からの依頼により安全職場対策シート（教職員版・学

生版の2種）を衛生委員会で審議し作成した。また、教職員の

感染予防対策としてマスク・フェイスシールド・消毒液の購

入、学内主要箇所へ飛沫防止用アクリル板・足踏み式消毒液

スタンド・非接触式検温機の設置、エレベーターの使用人数

制限を行った。更に、教職員の在宅勤務の手続を簡素化して

取得を促すとともに、出張の制限等を行った。 

ああ・36協定の変更 

あああ新型コロナウイルス感染症への対応のため事務局全体で時

間外勤務が増大し（フルタイム職員対前年比116％）、特にオ

ンライン授業担当の一部部署において業務量が増加したこ

とから、36協定の変更を行った。変更対象となった職員4人に

ついては産業医の面談（各人2回）を行い健康管理に注視し

た。 

○ハラスメント防止対策の強化や、服務規律、研究不正防止・研究

倫理等に関する研修会等を次のとおり実施したが、新たなハラス

メント事案が発覚し、防止対策の再点検と見直し強化を図った。 

あ・ハラスメント防止対策の強化 

ああ令和元年度に発生したハラスメント事案について、令和2年6月



中期目標 中期計画 
令和２年度 

年度計画 

公立大学法人広島市立大学による自己評価 評価委員会による評価 

評価理由等 記号 評価理由・コメント等 記号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あ⑷あ災害等不測の事態に適切

に対応できるよう、危機管理

マニュアルの点検・見直し等

を行う。 

 

施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○危機管理マニュアルの

点検・見直し等の実施 

に懲戒処分を行った。この事案を受けて、ハラスメントを許さ

ないという本学の強い決意を表明するため「ハラスメント根絶

宣言」の発出、ハラスメントの防止等及び対策を総合的に推進

するためハラスメント対策の所管を危機管理委員会からハラ

スメント防止委員会へ移設し、委員会を常設で設置、「ハラスメ

ント防止及び対応ガイドライン」の作成、策定、常設のハラス

メント防止委員会の設置、相談窓口の拡充、無記名で相談でき

る相談受付メールの開設、ハラスメント研修の徹底等、ハラス

メント防止対策の強化を図った。 

ああ一方で、6月の懲戒処分の公表後、学生等から別の訴えがあり、

同一人による別のハラスメント事案が発覚し、令和3年3月末に

懲戒処分（事実上の諭旨解雇処分）を行った。 

ああ大学としてハラスメント事案を把握できなかったこと等の反

省点を踏まえ、令和3年4月から理事補佐（コンプライアンス担

当）の配置等、ハラスメント対策の一層の強化を行うこととし

た。 

あ・服務規律の確保等に係るその他の取組 

ああ事務局等の全職員を対象に倫理研修をオンデマンドで実施し、

服務規律の確保を図った。 

ああ他大学の不祥事の事例の情報について、ウェブなどで公に報道

された事例についても全教職員に対して、随時情報提供する取

組を継続した。 

ああ研究不正防止・研究倫理教育については、公的研究費等の適正

な使用と責任ある研究活動について記載したハンドブックの

作成、各学部等でのコンプライアンス研修の実施、「研究倫理e

ラーニングコース」の受講等の取組を行い、構成員の研究不正

防止への意識向上を図った。 

○危機管理体制の強化等のため、次の取組を実施した。 

あ【取組実績】 

ああ・危機管理体制強化のための取組 

あああ危機管理基本マニュアルを全面的に改正し、全学的な危機管

理の制度的な体系を整理し、危機管理対応基準を新設して危

機発生時の対応等を明確化した。また、危機管理基本マニュ

アルと自然災害の対応の整合性を確保するため、事務局災害

対応マニュアルを見直し、職員の参集基準等を適正化して令

和3年度当初から運用を開始する。 



中期目標 中期計画 
令和２年度 

年度計画 

公立大学法人広島市立大学による自己評価 評価委員会による評価 

評価理由等 記号 評価理由・コメント等 記号 

あああ「危機管理カード」（災害対応マニュアル（事務局版）におけ

る、災害対応に係る準備体制及び危機対策本部設置基準を記

載したカード）については、自身の参集時期や体制の設置基

準に応じ、確実な参集が行われるよう、紙ベースでの発行に

加えて、パワーポイント形式及びPDF形式で発行し、各職員が

利活用しやすい形で提供するなど、充実を図った。 

あああまた、防火防災訓練については、新型コロナウイルス感染症

の感染拡大防止を考慮し、大学における火災の実状、災害へ

の備え、消火設備の使用方法、避難誘導について、安佐南消

防署に動画制作を依頼し、全学にオンデマンド配信する訓練

を11月末から1月に実施した。 

あああ気象情報、災害情報について、随時全教職員にｅメールで伝

達する取組を継続した。 

以上のように、「施設・設備の効率的な維持管理、教職員の服務規

律の確保等その他業務運営の改善」について、取組を着実に実施し

たが、一方で新たなハラスメント事案が発覚したため、「ｃ」と評価

した。 
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広島市公立大学法人評価委員会 委員名簿 

 

 

職 名 氏 名 現 職 等 備 考 

委員長 石 田   淳 東京大学教授  

委 員 河原  能久 広島大学名誉教授  

委 員 北 郷   悟 東京藝術大学名誉教授  

委 員 原田  武彦 弁護士  

委 員 深見 希代子 東京薬科大学名誉教授  
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